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 Okayama の「O」University の「U」をデザインのモチーフにしています。 

全体のフォルムは常に世界に向かって開かれる「知の扉」を表現しており， 

岡山から「知のコミュニケーション」が始まってゆく様をイメージしてい 

ます。 

 ブルーの色調は、岡山大学の叡智を表現するとともに、「晴れの国」の青 

空を象徴しています。 

 2012 年 4 月に，コミュニケーションシンボルとして制定されました。                   
 

 

 



は じ め に 

 

 

 この「履修の手引」には，岡山大学に入学された皆さんが，教養教育科目を学ぶ上で必要な 

情報が記載されています。 

 大学では，高校時代とは違い，入学した当初から自分自身で考え，選び，行動することが求 

められます。大学で学ぶということは，自ら学ぶ，自主的に学ぶ態度，習慣をしっかり身につ 

けていくことです。 

 例えば，授業時間割でみると，高校ではあらかじめ時間割のほとんどが決められ，選択の余 

地はあまりなかったと思いますが，大学は，多くの授業科目の中から，一定のルールにのっと 

って自分の勉強したい科目を調べ，選び，届け出，確認するといった作業を自分の意思で責任 

を持って行わなければなりません。 

 

 岡山大学では，学部・学科・専攻ごとに「進級・卒業に必要な単位数」が定められています。 

この条件を満たさないと，進級や卒業ができなくなりますので，この「履修の手引」及び学部 

の「学生便覧」等を熟読した上に，各授業科目の内容が掲載された「シラバス」を活用して， 

納得のいく学修計画を立ててください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲示・メールの確認 

 

 学生の皆さんへの連絡は，基本的に掲示・メールによって行います。 

 教養教育科目に関する掲示は，一般教育棟A棟１階掲示板により行います

ので，確認してください。 

 

 また，大学からのメールは重要事項が多く含まれますので，受信メールは必

ず確認するようにしてください。 

 

 教養教育科目の「シラバス」及び「履修の手引・授業時間表」は，岡山

大学のホームページ（HP）から閲覧できます。 

 

 岡山大学ホームページ（https://www.okayama-u.ac.jp/）  

 →「在学生・保護者の方」→「シラバス」 

               →「履修・成績等」→「教養教育履修の手引」 

                           →「履修・成績等」→「教養教育授業時間表」 
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主要なスケジュール 
 

2022 年度の大学の行事と入学当初の大事なスケジュールを示しています。よく確認してください。 

年 月 日 学 年 暦 行   事 

  ３月２８日(月)～４月６日(水) 正午  
教養教育科目に関する抽選・クラス分け説明会 

※岡山大学HPにて，オンデマンド配信 

 ４月１日(金) 学年始め  

 ４月１日(金),２日(土),４日(月), 

   ６日(水),７日(木) 
 

新入生オリエンテーション 

※日時・場所については，【See→「入学案内」９㌻】 

 ４月２日(土) 入学式  

 ４月４日(月)～４月６日(水) 正午  
全学統一GTEC 

※原則，自宅受検 

 ４月６日(水)～５月２５日(水)  新入生健康診断 【See→「入学案内」11㌻】 

  ４月８日(金)  第１学期授業開始 

  ４月９日(土)  初修外国語クラス分け結果発表 

４月１０日(日)  

必修英語クラス分け結果発表 

教養教育科目（第１学期）抽選結果公開（１年次生のみ） 

【学務情報システム：学外からも可】 

 ４月上旬～  
第１・２学期，夏季集中 履修登録 

【学務情報システム：学外からも可】 

 ５月上旬  
教養教育科目抽選登録（第２学期，夏季集中開講） 

【学務情報システム：学外からも可】  

 ５月中旬  
教養教育科目（第２学期，夏季集中開講）抽選結果公開 

【学務情報システム：学外からも可】 

 ６月上旬  《第１学期末試験》授業時間内で適宜実施 

  ６月１０日(金)  第２学期授業開始 

  ８月上旬  《第２学期末試験》授業時間内で適宜実施 

 ８月１１日(木)～９月３０日(金) 夏季休業  

 ８月下旬～９月中旬  
教養教育科目抽選登録（第３・４学期，冬季集中・春季集中開講） 

【学務情報システム：学外からも可】 

 ９月中旬  
教養教育科目（第３・４学期，冬季集中・春季集中開講）抽選結果公開 

【学務情報システム：学外からも可】 

  ９月下旬～  
第３・４学期，冬季集中・春季集中 履修登録【学務情報システム：学外からも

可】 

 １０月３日(月)  第３学期授業開始 

 １１月下旬  《第３学期末試験》授業時間内で適宜実施 

 １２月５日(月)  第４学期授業開始 

 １２月２５日(日)～ 

         ２０２３年１月４日(水) 
冬季休業  

  １月１３日(金)  共通テスト実施に伴う臨時休講 

  ２月上旬  《第４学期末試験》授業時間内で適宜実施 

  ２月１５日(水)～３月３１日(金)  春季休業 

   ２月下旬～３月上旬  
教養教育科目抽選登録（次年度第１学期開講） 

【学務情報システム：学外からも可】 

  ３月２４日(金) 学位記等授与式  

  ３月下旬  
教養教育科目抽選結果公開（次年度第１学期開講） 

【学務情報システム：学外からも可】 

  ３月３１日(金) 学年終了  
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曜日 曜日

月 月

1 2 2日 入学式 1 1日 第3学期開始

3 4 5 6 7 8 9 4日～6日（正午）
全学統一GTEC
（2022年度入学生）

2 3 4 5 6 7 8 3日 秋季入学者入学式

4 月 10 11 12 13 14 15 16 8日 第1学期授業開始 10 月 9 10 11 12 13 14 15 10日 スポーツの日

17 18 19 20 21 22 23 16 17 18 19 20 21 22

24 25 26 27 28 29 30 29日 昭和の日 23 24 25 26 27 28 29

30 31

1 2 3 4 5 6 7 注：2日 木曜日の授業を行う 1 2 3 4 5 注：1日 金曜日の授業を行う

8 9 10 11 12 13 14 3日 憲法記念日 6 7 8 9 10 11 12 3日 文化の日

5 月 15 16 17 18 19 20 21 4日 みどりの日 11 月 13 14 15 16 17 18 19 4日～6日 大学祭

22 23 24 25 26 27 28 5日 こどもの日 20 21 22 23 24 25 26 23日 勤労感謝の日

29 30 31 27 28 29 30

1 2 3 4 1 2 3 3日 第4学期開始

5 6 7 8 9 10 11 10日 第2学期開始 4 5 6 7 8 9 10

6 月 12 13 14 15 16 17 18 12 月 11 12 13 14 15 16 17

19 20 21 22 23 24 25 18 19 20 21 22 23 24 25日～1月4日 冬季休業

26 27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31

1 2 1 2 3 4 5 6 7 1日 元日

3 4 5 6 7 8 9 8 9 10 11 12 13 14 注：5日 月曜日の授業を行う

7 月 10 11 12 13 14 15 16 注：15日 月曜日の授業を行う 1 月 15 16 17 18 19 20 21 9日 成人の日

17 18 19 20 21 22 23 18日 海の日 22 23 24 25 26 27 28 13日 共通テスト実施に伴う臨時休講

24 25 26 27 28 29 30 29 30 31 14,15日 大学入学共通テスト

31

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4

7 8 9 10 11 12 13 11日 山の日 5 6 7 8 9 10 11 11日 建国記念の日

8 月 14 15 16 17 18 19 20 12日～16日 夏季一斉休業 2 月 12 13 14 15 16 17 18 23日 天皇誕生日

21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25 25,26日 一般選抜（前期日程）

28 29 30 31 26 27 28

1 2 3 1 2 3 4

4 5 6 7 8 9 10 5 6 7 8 9 10 11

9 月 11 12 13 14 15 16 17 19日 敬老の日 3 月 12 13 14 15 16 17 18 21日 春分の日

18 19 20 21 22 23 24 22日 学位記等授与式 19 20 21 22 23 24 25 24日 学位記等授与式

25 26 27 28 29 30 23日 秋分の日 26 27 28 29 30 31

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

4月1日～6月9日 休業日及び臨時休講を示す。

6月10日～8月10日 他の曜日の授業を行う日を示す。

10月1日～12月2日 気象警報等により休講とした場合の補講日を示す。

12月3日～2月14日 ※補講については，授業担当教員が指定した日に行う。

試験期間

土

第1学期

第2学期

第3学期

第4学期

第1学期計
授業週数（含試験）

第3学期計
授業週数（含試験）

第2学期計 第4学期計

２０２２（令和４）年度　岡山大学授業日程計画

日 月 火 水 木 金 土 　　備　　　　　　　　　考 日 　　備　　　　　　　　　考月 火 水 木 金
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 １．岡山大学における教育                                              

 

 

１−１ 岡⼭⼤学の理念・⽬的・⽬標 

 

 

 

“高度な知の創成と的確な知の継承” 

 人類社会を安定的，持続的に進展させるためには，常に新たな知識基盤を構築していかねばなりま

せん。岡山大学は，公的な知の府として，高度な知の創成（研究）と的確な知の継承（教育と社会還

元）を通じて人類社会の発展に貢献します。 

 

 

     

“人類社会の持続的進化のための新たなパラダイム構築” 

 岡山大学は，「自然と人間の共生」に関わる，環境，エネルギー，食料，経済，保健，安全，教育

等々の困難な諸課題に対し，既存の知的体系を発展させた新たな発想の展開により問題解決に当たる

という，人類社会の持続的進化のための新たなパラダイム構築を大学の目的とします。 

 このため，我が国有数の総合大学の特色を活かし，既存の学問領域を融合した総合大学院制を基盤

にして，高度な研究とその研究成果に基づく充実した教育を実施します。 

 

 

 

（1）教育の基本的目標 

 岡山大学は，大学が要請される最重要な使命である教育活動を充実させます。これまでの高度な研

究活動の成果を基礎として，学生が主体的に“知の創成”に参画し得る能力を涵養するとともに，学

生同士や教職員との密接な対話や議論を通じて，個々人が豊かな人間性を醸成できるように支援し，

国内外の幅広い分野において中核的に活躍し得る高い総合的能力と人格を備えた人材の育成を目的と

した教育を行います。 

 

（2）研究の基本的目標 

 岡山大学におけるあらゆる活動の源泉は，先進的かつ高度な研究の推進にあります。常に世界最高

水準の研究成果を生み出すことをその主題とし，国際的に上位の研究機関となるよう指向します。 

 

（3）社会貢献の基本的目標 

 社会が抱える課題を解決するため，総合大学の利を生かし，大学の知や技術の成果を社会に還元す

ると同時に，積極的に社会との双方向的な連携を目指します。 

 

（4）経営の基本的目標 

 研究，教育の目標を効果的に達成するため，大学に賦存する人材，財政，施設設備などの資源をト

ップマネジメントにより戦略的に利活用します。 

 

（5）自己点検評価の基本的目標 

 公的機関として社会への説明責任を果たすため，研究，教育，社会貢献，管理運営のすべての分野

において不断の自己点検評価を実施し公表するとともに，その結果を的確に大学改革に反映します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １．岡山大学の理念  

  ２．岡山大学の目的  

  ３．岡山大学の目標  
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 １．岡山大学における教育                                              

 

 

１−２ 岡⼭⼤学における学⼠課程教育構築の取り組み 

 

 

 

 「学士課程教育構築」「学士力」という言葉は，岡山大学独自のものではありません。 

 「学士課程教育構築」については，２００５年１月の文部科学省中央教育審議会による答申「我が国

の高等教育の将来像」により，次のように説明されたことが原点となっています。「現在，大学は学部

・学科や研究科といった組織に着目した整理がなされている。今後は，教育の充実の観点から，学部・

大学院を通じて，学士・修士・博士・専門職学位といった学位を与える課程(プログラム)中心の考え方

に再整理していく必要があると考えられる。」これ以降，主に２００８年１２月「学士課程教育の構築

に向けて」および２０１２年８月「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続

け，主体的に考える力を育成する大学へ～」の答申を通じ，日本の高等教育における「学部教育」から

「学士課程教育」への転換が課題とされてきました。 

 「学士力」は，これらの答申の中で，学生の学修分野にかかわらず，大学が社会に送り出す卒業生に

保証すべき基本的な能力として示されています。 

岡山大学では，２００８年の答申直後から，本学の学士課程教育構築に向けた取り組みを開始し，ま

ず，後で述べる５つの基本的な能力を学士力と定め，学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー，ＤＰ）

の中で，学士課程教育における人材育成の目標としました。続いて，教養教育並びに専門教育によって

この目標を達成するための方針として「教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー，ＣＰ）」，

本学の教育と受験生とのマッチングのため，岡山大学が求める人材を示す「入学者受入れの方針（アド

ミッション・ポリシー，ＡＰ）」を定め，公表しています。 

本学は現在学士課程教育の実質化ならびに質の向上を目指してその方策を検討・実行しています。 

 

 

 

 

岡山大学は，ディプロマ・ポリシーで「教養」「専門性」「情報力」「行動力」「自己実現力」の５

つを学士力と定め，これを身につけた学生を卒業生として送り出すことを宣言しています。 

 

岡山大学 ５つの「学士力」 
（岡山大学ディプロマ・ポリシー 2010年4月19日学長裁定（2020年9月16日改訂）より） 

 人 間 性 に 富 む 豊 か な 教 養                【教 養     】 

  自然や社会の多様な問題に対して関心を持ち，主体的な問題解決に向けての論理的思考

 力・判断力・創造力を有し，先人の足跡に学び，人間性や倫理観に裏打ちされた豊かな教

 養を身につけている。 

 目 的 に つ な が る 専 門 性                【専 門 性     】 

  専門的学識と時代を担う技術を身につけていると共に，それらと自然・社会とのつなが

 りを意識し，社会に貢献できる。 

 効 果 的 に 活 用 で き る 情 報 力                【情 報 力     】 

  必要に応じて自ら情報を収集・分析し，正しく活用できる能力を有すると共に，効果的

 に情報発信できる。 

 時代と社会をリードする行動力                【行 動 力     】 

  多様性や包摂性といった共生・共創のための国際感覚とともに，社会生活に求められる 

コミュニケーション能力を有し，持続可能な社会の実現に向けて，的確に行動できる。 

 生 涯 に わ た る 自 己 実 現 力                【自己実現力】 

  自立した個人として能力や強みを発揮し，生涯にわたって自分と他者または社会とのつ 

ながりの中で調和を保ちつつ，人類全体の発展に貢献できる。 
 

※各学部・学科でも，これを基礎とした独自の学士力を，各学部・学科のディプロマ・ポリシーに定 

めています。 

 

 

 

  ２．岡山大学の「学士力」  

  １．「学士課程教育構築」？ 「学士力」？  
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ディプロマ・ポリシーで示す学士力を身につけられるよう，効果的に教育するためのカリキュラムポリシーを定

めています。 

   

岡山大学カリキュラム・ポリシー（2012年11月29日学長裁定（2020年9月16日改訂）より） 

 

岡 山 大 学 は，本 学 のディプロマ・ポリシーに掲 げる学 士 力 （人 間 性 に富 む豊 かな教 養 ，目 的 につな

がる専門性 ，効果的 に活 用できる情 報力，時代 と社 会をリードする行動力 ，生 涯にわたる自己 実現

力 ）を備 え，世 界 の多 様 な課 題 に取 り組 むことのできる人 材 を育 成 するため，教 養 教 育 科 目 および

専門教育科目を提供しています。 

 教 養 教育 科 目 は，全 学部 の学生 が共通 に受 ける授 業 と位 置付 け，学 生 自身 の専門 に偏ることの

ないよう，幅 広 い学 問 領 域の科 目 群 の履 修を求 めるカリキュラムを設 定 しています。また，専 門 教 育

科 目 は，学 生 が属 する学 部 ・学 科 等 に特 有 の授 業 内 容 で構 成 され，各 学 部 ・学 科 等 の教 育 目 的

に則 した科 目 群 の履 修 を求 めるカリキュラムを設 定 しています。これら教 養 教 育 科 目 ならびに専 門

教育科目を体系化したカリキュラムを編成し，学生に提供します。 

 また，『人 類 社 会 の持 続 的 進 化 のための新 たなパラダイム構 築 』という本 学 の目 的 を踏 まえ，持 続

可 能 な社 会 の実 現 に貢 献 できる人 材 育 成 を意 識 した学 修 方 法 ・学 修 過 程 ，学 修 成 果 の評 価 に取

り組んでいます。 

 

※各学部・学科でも，これを基礎とし，各学部・学科のカリキュラム・ポリシーを定めています。 

 

また，学生は，主体的に問題を発見し，解を見いだしていく能動的な学修習慣を身につけることが重要で

す。そのためには，①授業の予習（資料の下調べや読書，思考，学生同士のディスカッション等），②授業の

受講（教員の直接指導，その中での教員と学生，学生同士の対話や意思疎通），③授業の復習（授業内容

の確認や理解の深化のための探求等）を通して主体的な学修に要する総学修時間の確保が不可欠です。

授業の受講のためには，例えば講義の場合，その授業時間の倍の時間を，予習，復習に充てることを実践し

てください。 

 

 

 

 

先に述べた，ディプロマ・ポリシーやカリキュラム・ポリシーの設定等は，本学における学士課程教

育構築のための取り組みの一部であり，他にも，本学の教養教育を強化する方策や授業科目の新設等も

検討しています。 

また，大学生活の中で得られる学びの機会は，正課内にのみあるものではありません。学士力には，

「自己実現力」等，学生が自主的に取り組む課外活動や社会活動を通じても育成される力があります。

岡山大学では，将来的にはこのような授業科目以外の学生生活で育まれる能力についても，学士力と認

めていきたいと考えています。 

 

 

  ３．これからの取り組み  
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１−３ 岡⼭⼤学の教育課程 

 

 

     

   岡山大学の教育プログラムは，所属する学部の違いを超えた共通の授業内容から成る「教養教育」と， 

  それぞれの学部に固有の授業内容から成る「専門教育」の二つで構成されています。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  １．二つの大きなプログラム－「教養教育」と「専門教育」－  
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 このコースでは，将来グローバル社会のリーダーとして実践的に活躍できる人材を育成します。 
コース生になると，それぞれの学部等に所属しながら国際色あふれるコースカリキュラムを履修するこ

とができます。1 年次を中心に 4 技能（読む・聴く・書く・話す）を徹底して鍛える英語力養成プログラ

ムで語学力を高め，SDGs に関連する授業など多彩な科目を備えたグローバル・コア科目で，世界のさ

まざまな課題を意識しながらグローバル社会の在り方への理解を深め，論理的思考力やコミュニケーシ

ョン能力を培います。このコースで学んだ学生たちは語学研修や異文化体験，海外留学やインターンシ

ップ，さまざまな国際的な活動等にチャレンジして，豊かな国際感覚を磨き，行動力や責任感に優れた

グローバルリーダーシップを育み，グローバルに活躍できる人材をめざします。  
 グローバル人材育成院では，コース生の学修計画に応じて，コースの履修や英語の学習・海外研修・ 
留学への参加など，さまざまな場面でサポートを行っています。 
 ⇒詳細はこちらをご覧ください。 

    グローバル人材育成特別コース HP  http://global.okayama-u.ac.jp 
 

⼊学〜修了までの流れ 
 

 

 

 

 

語学基準と留学スタイルで英語カリキュラムが異なる 4 つのグループに分かれて学びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本コースには，上記とは別に「学部・学科型プログラム」もあります。（詳細はホームページをご参照ください。） 

 

 

 

 

ナンバリングコードとは各授業科目の分野，対象学生及び授業内容のレベル等を分類し，特定の記号

や番号を付すことで教育課程の体系性を明示するコードのことです。 

岡山大学のナンバリングコードは，「AREAｔTGETｘpqr W」の 14 桁で構成されており，「AREA＝分野」

「ｔ＝授業形態」「TGET＝対象学生」「ｘ＝レベル」「pqr＝授業を識別するための連番」「W＝留意事項

の有無」の６つのカテゴリーに区別されます。各カテゴリーの詳細については「巻末資料（P.51～ ）」

をご覧ください。 

 なお，ナンバリングコードは各授業科目のシラバスに掲載されています。詳細については，WEB シラバ

スで確認してください。 

  ２．グローバル人材育成特別コース（Ｇコース）  

  ３．ナンバリングコード  

語学力チェック 

入学時一斉テスト 
申請 入学 選考 コースでの学び 修了 

所属学部 
カリキュラム 

 
教養・専門 

グローバル人材育成特別コース 
カリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語⼒養成プログラム 
（SPAcE） 

グローバル・コア科目 

語学研修・海外短期研修 
海外留学・インターンシップ 

SGL 
コミュニケーションを磨く 
実践型カリキュラム 

GL1 
英語⼒に磨きをかける 
⾼度な英語カリキュラム 

GL2 
段階的に英語⼒強化 
スタンダードカリキュラム 

LS 
留学計画に応じた 

柔軟性のあるカリキュラム 
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１−４ ⼤学で学ぶために 

 

 

 

 

 

学生番号とは学生個人を表す番号で，学生証に８桁で表されています。出席カード，レポート，試験の 

答案など，重要な書類の提出の際に必要となりますので，学生証は常に携行し，学生番号も間違いのない 

ように記憶しておいてください。 

 

  学生番号の構成は次のとおりです。 
  【文学部人文学科１番の学生の場合】 

 

     学部コード  課程コード  入学年度   一連番号 

      （２桁）      （１桁）  （２桁）  （３桁） 

０ １  Ｂ  ２ ２  ０ ０ １ 

 

 

【学部コード】 

 学 部 学部ｺｰﾄﾞ 

 

学 部 学部ｺｰﾄﾞ 

 

学 部 等 学部ｺｰﾄﾞ  

文学部 ０１ 理学部 ０５ 工学部 ０９ 

教育学部 ０２ 医学部 ０６ 環境理工学部 １０ 

法学部 ０３ 歯学部 ０７ 農学部 １１ 

経済学部 ０４ 薬学部 ０８ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ １３ 

      

 

 

 

 

   大学では，自分で授業を選び，自主的に学んでいく姿勢を持たなくてはなりません。そのための資料 

として，次のようなものが用意されています。 

  ・『教養教育科目 履修の手引・授業時間表』 

  ・各学部の『学生便覧』または『履修の手引』※名称は学部により異なることがあります。 

  ・各学部の『授業時間割』※名称は学部により異なることがあります。 

・『授業概要（シラバス）』 

  

なお，シラバスは，本学のホームページから閲覧することができます。 

 
https://www.okayama-u.ac.jp/  

      →「在学生・保護者の方」→「シラバス」 

   このWebシラバスは，必要に応じて教員が随時内容を更新します。 

   

シラバスには，授業概要や授業担当教員名の他，ナンバリングコード，授業計画，授業時間外の学習 

（予習・復習）方法，授業形態，教科書等，成績評価などが記載してあります。シラバスは，皆さんが授 

  ２．資料に目を通す  

  １．学生番号  
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業科目を履修する際，準備学習等を進めるための基本となるものです。また，授業の内容を事前に把握 

できるので，計画的・体系的な授業科目の選択が可能となります。 

 

 皆さんが，大学を卒業するためには，それぞれの所属する学部学科等によって決められている教養教

育科目及び専門教育科目の卒業要件単位数を満たさなければなりません。 

 

そのために，自分で履修計画を立てなければなりません。まず自分の時間割をつくる必要があります。

大学では，これまでと違って自由に授業を選べるわけですから，ひとりひとり違う時間割があることに

なります。 

 

 受けてみたい授業が決まったら，履修の手続きが必要になりますが，必ず受けなければならない授業

（必修科目）などが，学部学科等によって決まっているので，注意してください。 

 

 

 

 

   時間割と授業概要（シラバス）を見て受講する予定の授業を選びます。 

 

 

 

      受ける授業が決まったら，学内でパソコンからＷｅｂによって履修科目を登録します。 

 Ｗｅｂ履修登録の入力期間は，学部により異なりますので，掲示（所属学部の掲示板）に注意してく

ださい。  

 

 

 

 

 休講・補講・試験に関する情報などは，掲示によってお知らせします。 

 夜間開講の教養教育科目については，法学部・経済学部の夜間主コース掲示板で確認するようにして

ください。 

 昼間開講の教養教育科目を履修する場合は，一般教育棟Ａ棟１階の掲示板で確認するようにしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 教養教育科目について分からないことがあったら,一般教育棟Ａ棟２階の学務企画課教育支援グルー

プ（②番窓口）で相談してください。 

 

 

  ３．時間割をつくる  

  ４．授業の登録  

  ５．掲示  

  ６．その他  
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 岡山大学での学びについて少し理解できましたか？おそらく高校までとは違う印象を持たれ

たのではないでしょうか。学ぶ内容が違えば方法も異なります。ここでは，大学の授業のしくみ

について説明します。 

 

２−１ 学年暦 
 

 岡山大学の一年間は，高校と同じ４月から翌年３月までの年度方式をとっています。 

 ２０２２年度の行事予定である学年暦や皆さんに関係する大事なスケジュールは４㌻の「主要なスケジ

ュール」にあります。 

 

２−２ 学年と学期 
 

 岡山大学では，２０１６年度から，１学年を４分割する４学期制を導入しています。多くの授業は，１

科目について５０分授業を１４回行うことを基本としていて，学期ごとに完結し，４年ないし６年にわた

る一貫教育を行っています。この４学期制の採用により，短期間の集中的な学習による履修効果の向上及

び授業科目数の増加による選択の幅の拡大等を図っています。 

 

２０２２年度 

 
学  年    ４月 １日 ～   ３月３１日（翌年） 

第１学期   ４月 １日 ～  ６月 ９日 

第２学期   ６月１０日 ～  ８月１０日 

夏季休業    ８月１１日 ～  ９月３０日 

第３学期  １０月 １日 ～ １２月 ２日 

第４学期 
 １２月 ３日 ～  ２月１４日 

 （冬季休業：１２月２５日～１月４日） 

春季休業    ２月１５日 ～  ３月３１日 

   ※年度により，各学期の開始・終了日は異なります。学期の開始・終了日については，年度毎に公示 

    します。 

 

２−３ 授業⽇程と授業時限 
 

 岡山大学の授業は，１科目１４回が基本です。なお，期末試験を行う場合は１５回となります。 

 また，１回の授業時間（１時限）は５０分で，原則として１日８時限（夜間主コースは２時限）の授業

が行われます。時限ごとの授業時刻は次のとおりです。  

１時限目    ８：４０ ～  ９：３０ 

２時限目    ９：４０ ～ １０：３０ 

３時限目   １０：４５ ～ １１：３５ 

４時限目   １１：４５ ～ １２：３５ 

５時限目   １３：２５ ～ １４：１５ 

６時限目   １４：２５ ～ １５：１５ 

７時限目   １５：３０ ～ １６：２０ 

８時限目   １６：３０ ～ １７：２０ 

13



 ２．岡山大学における学び                                              

 

 

９時限目   １７：３０ ～ １８：２０ 

１０時限目   １８：３０ ～ １９：２０ 
 
 

なお，授業科目によっては，時限を通して行うものや週２回開講するもの，集中講義で行うものな 

どがありますので，注意してください。 

 

２−４ 単位の基準 

 

    大学での学修は単位制度を基本としています。 

    １単位は，教員が教室等で授業を行う時間及び学生が事前・事後に教室外において準備学習・復習 

   を行う時間の合計で標準４５時間を要する教育内容をもって構成されています。 

    ただし，単位数は，個々の授業の種類や形態によって異なります。 

 

    岡山大学の教養教育科目については，次の基準により１単位が設定されています。なお，「大学の 

   授業による学修時間」には期末試験に要する時間を含みません。 

 

    岡山大学の教養教育科目については，次の基準により１単位が設定されています。 

授業の種類・方法 大学の授業による学修時間 授業時間外の学修時間 

講 義            １５時間            ３０時間 

演 習         １５～３０時間         ３０～１５時間 

実 験         ３０～４５時間          １５～０時間 

実 習               ３０時間               １５時間 

 

岡山大学では通常，上表の「大学の授業における学修時間」において，「５０分授業，１４回履修 

」を「１５時間の学修時間」とみなします。従って，講義科目１単位を修得するためには，１回５０ 

分の授業に１４回出席し，当該授業に関する自学・自習・レポート作成等を行い，さらに試験等に合 

格することが必要です。 

 

２−５ 成績の評価 

 

岡山大学ではＧＰＡ制度を導入しています。ＧＰＡとは, Grade Point Average （グレード・ポイ

ント・アベレージ）の略で，欧米で一般的に行われている成績評価制度のことです。 

 ＧＰＡ制度の成績の表し方とＧＰ（グレード・ポイント）の換算は次のとおりです。 

 

評語 ＧＰ 評点 基  準  等 

Ａ＋ 
欄外の 

ＧＰ算 

出方法 

を参照 

９０～１００点 
到達目標を十分に達成し，極めて優秀な成果を収めて

いる。 

Ａ ８０～８９点 到達目標を達成し，優秀な成果を収めている。 

Ｂ ７０～７９点 到達目標を達成し，良好な成果を収めている。 

Ｃ ６０～６９点 到達目標を概ね達成している。 
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 ２．岡山大学における学び                                              

 

 

Ｆ ０ ０～５９点 到達目標を達成していない。（単位を授与しない。） 

Ｗ 対象外 付さない 履修登録後において，履修取消手続きを行った授業 

科目 
認定 対象外 付さない ① 入学前の既修得単位及び転学，編入学等の既修 

 得単位について，学部・研究科の判断により，本 

 学における授業科目の履修により修得したものと 

 みなし，単位を授与する場合 

② 他の大学等において履修し修得した授業科目の 

 単位又は大学以外の教育施設等における学修につ 

 いて，学部・研究科の判断により，本学における 

 授業科目の履修により修得したものとみなし単位 

 を授与する場合で，評点により評価しがたい場合 

修了 対象外 付さない  本学の開設する授業科目のうち，授業の特殊性に 

鑑み，評点により評価しがたいもの，若しくは一定 

の到達度をもって評価し単位を授与する場合 

未修得 対象外 付さない  修了の評語をもって合格の評価とする授業科目で，

不合格（単位を授与しない。）とする場合 

 

   ＧＰ（グレード・ポイント）算出方法 

     ＧＰ＝（評点－５５）／１０ 

        ※ただし，評語「Ｆ」（不合格：評点６０点未満）のＧＰは０とします。また，「Ｗ」，「認定」， 

      「修了」，「未修得」については，対象外としＧＰを付しません。  

 

 

 

  ①成績不振の学生をいち早く発見し，アカデミック・アドバイザーの教員を中心に適切な指導を 

   行うこと。 

  ②ＧＰＡを目安にして学生に履修登録科目数の自主規制を促し，計画的な履修を促すこと。 

  ③学生に対して修得単位数だけでなく，個々の単位のレベルアップを図るよう喚起すること。 

 

 

 

  履修登録した科目ごとにＧＰに単位数を掛け，その総和を履修登録単位数の合計で割って算出し 

  ます。 

      

     ＧＰＡ ＝ 
（履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和 

履修登録した授業科目の単位数の合計 

 

       ＧＰＡの実際の計算方法例 

科目名 単位数（ａ） 評点 評語 ＧＰ（ｂ） ａ×ｂ 

○○学概論 １ ９５ Ａ＋ 4.0 4.0 

○○学要説 １ ８５ Ａ 3.0 3.0 

□□学演習Ⅰ １ ５５ Ｆ ０ ０ 

□□学演習Ⅱ 0.5 ７０ Ｂ 1.5 0.75 

△△基礎実験 0.5 ９０ Ａ＋ 3.5 1.75 

計 4    9.5 

 

 

  ２．ＧＰＡの算出方法  

  １．ＧＰＡ制度導入の目的  
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 ２．岡山大学における学び                                              

 

 

       上表の学生の場合 

       履修登録した授業科目の単位数の和＝４ 

           （履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の和＝９．５ 

 

           ＧＰＡ＝９.５÷４＝２.３７５    ２.３８ 

 

              ※小数点第３位は四捨五入します。 

 

 

 

     ・評点を示さず，認定または修了によって単位を取得できる科目 

     ・岡山大学以外で修得した科目を単位として認めたもの 

     ・履修登録後において，履修取消手続きを行った授業科目 

 

２−６ 特別な単位の認定 

 

 

 

 

下記の者については，大学・短大等における既修得単位を認定されることがあります。 

    詳細については各学部の教務学生担当窓口で確認してください。 

    １．大学または短期大学を卒業あるいは中途退学した者で，新たに第１年次に入学した者 

       ２．編入学した者 

 

 

 

 

岡山大学法学部夜間主コース，経済学部の夜間主コース及び薬学部の学生に対しては，本学が指定 

   した放送大学の開設科目を修得した場合，単位の認定が認められています。詳細については各学部の 

   教務担当窓口で確認してください。 

 

 

 

 

ＧＴＥＣ，ＴＯＥＩＣ，ＴＯＥＦＬ等の外国語技能検定試験のスコアや成績により，言語科目の単 

位認定を申請することができます。単位認定基準は，18 ㌻～20 ㌻のとおりです。ただし，一部の学部 

等の学生については，単位認定の申請を行うことができません。 

    なお，単位認定の申請手続きは，各学部の教務学生担当窓口で行ってください。 

 

     「英語」の単位認定申請の可否 

グローバル・ディスカバリー・プログラムの外部検定試験による単位認定申請は，対象者や科目が 

限定されていますので，グローバル・ディスカバリー・プログラム事務室の窓口で事前に確認してく

ださい。 

２０２０年度以前入学者は，所属学部の教務学生担当窓口で可否を確認してください。 

 

 

 

 

 

  ３．ＧＰＡの対象とならない科目  

２－６－１ 入学前の既修得単位の認定  

２－６－２ 放送大学の修得単位の認定  

２－６－３ 外部検定試験による単位の認定  
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 ２．岡山大学における学び                                              

 

 

 

 

 

岡山大学交換留学プログラム（ＥＰＯＫ）など，本学との交流協定に基づき外国の大学に留学した 

場合などには，留学先大学での修得単位が本学の修得単位として認定されることがあります。詳細に 

ついては各学部の教務学生担当窓口で確認してください。 

 

 

 

 

本学との単位互換協定に基づき，他大学や高等専門学校専攻科等の授業科目を履修した場合には， 

   他大学等で修得した単位が本学での修得単位として認定されることがあります。                   

    岡山大学では，岡山県内の大学で構成する「大学コンソーシアム岡山」の単位互換協定に参加して 

   います。これらの単位互換制度については，第１・２学期は４月第１週頃，第３・４学期は７月から 

   ９月中旬頃に履修生の募集を行います。募集時期等の詳細については，掲示等でお知らせします。                  

    その他の大学等についても，協定に基づき単位を認定するものがあります。詳細については各学部 

   の教務学生担当窓口で確認してください。 

 

                                                                                                 

         

 認定については，転学・編入学等の場合を除き，本学にお 

いて修得した単位以外のものについては，合わせて６０単位 

を越えないものとします。                                                                                      

                                                                                                 

                                                                                                 

                                                                                                 

                                                                                                 

                                                                                                 

                                                                                                 

                                                                                                 

 

２－６－４ 留学による単位の認定  

２－６－５ 他の大学・高等専門学校等との単位互換協定に基づく修得単位の認定  
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 ２０２１年度入学者，２０２２年度入学者（夜間主コースを除く。）  
外国語の種

別 
単位認定の対象とする外部検定試験 単位認定基準 単位認定の対象とする授業科目の

範囲 
認定可能な単

位数の上限 

英語 TOEIC Listening & Reading 又は  

TOEIC Listening & Reading IP 

８５０点以上 英語（スピーキング）－１ 

英語（スピーキング）－２ 

英語（リーディング）－１ 

英語（リーディング）－２ 

英語（ライティング）－１ 

英語（ライティング）－２ 

英語（リスニング）－１ 

英語（リスニング）－２ 

英語（総合）－１ 

英語（総合）－２ 

英語（S＆L）－１ 

英語（S＆L）－２ 

英語（R＆W）－１ 

英語（R＆W）－２ 

５単位まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

実用英語技能検定（英検） １級 
国際連合公用語英語検定試験（国連

英検） 
Ａ級 

TOEFL PBT 又は TOEFL ITP ５７６点以上 

TOEFL iBT ８２点以上 

IELTS ６.５点以上 

GTEC Academic ４技能 ６７８点以上 

GTEC Academic ２技能 ３４９点以上 

TOEIC Listening & Reading 又は  

TOEIC Listening & Reading IP 

８００点以上 英語（総合）－１ 

英語（総合）－２ 

英語（S＆L）－１ 

英語（S＆L）－２ 

英語（R＆W）－１ 

英語（R＆W）－２ 

４単位まで 

 

 

TOEFL PBT 又は TOEFL ITP ５５４点以上 

TOEFL iBT ７５点以上 

IELTS ６.０点以上 

GTEC Academic ４技能 ６４６点以上 

GTEC Academic ２技能 ３３１点以上 

TOEIC Listening & Reading 又は  

TOEIC Listening & Reading IP  

７５０点以上 英語（総合）－１ 

英語（総合）－２ 

英語（S＆L）－１ 

英語（S＆L）－２ 

英語（R＆W）－１ 

英語（R＆W）－２ 

２単位 

まで 

 

実用英語技能検定（英検） 準１級 
国際連合公用語英語検定試験（国連

英検） 
Ｂ級 

TOEFL PBT 又は TOEFL ITP ５３２点以上 

TOEFL iBT ６８点以上 

GTEC Academic ４技能 ６１３点以上 

GTEC Academic ２技能 ３１３点以上 

ドイツ語 ドイツ語技能検定試験（独検） ２級以上 

 

ドイツ語初級Ⅰ－１ 

ドイツ語初級Ⅰ－２ 

ドイツ語初級Ⅱ－１ 

ドイツ語初級Ⅱ－２ 

ドイツ語初級Ⅰ－１（インテンシブ） 

ドイツ語初級Ⅰ－２（インテンシブ） 

ドイツ語初級Ⅱ－１（インテンシブ） 

ドイツ語初級Ⅱ－２（インテンシブ） 

ドイツ語中級 

４単位まで 
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３級 ドイツ語初級Ⅰ－１ 

ドイツ語初級Ⅰ－２ 

ドイツ語初級Ⅱ－１ 

ドイツ語初級Ⅱ－２ 

ドイツ語初級Ⅰ－１（インテンシブ） 

ドイツ語初級Ⅰ－２（インテンシブ） 

ドイツ語初級Ⅱ－１（インテンシブ） 

ドイツ語初級Ⅱ－２（インテンシブ） 

ドイツ語中級 

３単位まで 

 

 

４級 ドイツ語初級Ⅰ－１ 

ドイツ語初級Ⅰ－２ 

ドイツ語初級Ⅱ－１ 

ドイツ語初級Ⅱ－２ 

ドイツ語初級Ⅰ－１（インテンシブ） 

ドイツ語初級Ⅰ－２（インテンシブ） 

２単位 

まで 

  

５級 ドイツ語初級Ⅰ－１ 

ドイツ語初級Ⅰ－２ 

１単位 

まで 

   

フランス語 実用フランス語技能検定試験（仏検） ３級以上 フランス語初級Ⅰ－１ 

フランス語初級Ⅰ－２ 

フランス語初級Ⅱ－１ 

フランス語初級Ⅱ－２ 

フランス語中級 

４単位まで 

４級 フランス語初級Ⅰ－１ 

フランス語初級Ⅰ－２ 

フランス語初級Ⅱ－１ 

フランス語初級Ⅱ－２ 

２単位 

まで 

 

５級 フランス語初級Ⅰ－１ 

フランス語初級Ⅰ－２ 

１単位 

まで 

 

中国語 漢語水平考試（ＨＳＫ） 
（筆記試験のみ） 
 
※５級・６級については，１８０点

以上のスコアを獲得した場合，単位

認定の対象とする。 

４級以上 

 

 

中国語初級Ⅰ－１ 

中国語初級Ⅰ－２ 

中国語初級Ⅱ－１ 

中国語初級Ⅱ－２ 

中国語初級Ⅰ－１（インテンシブ） 

中国語初級Ⅰ－２（インテンシブ） 

中国語初級Ⅱ－１（インテンシブ） 

中国語初級Ⅱ－２（インテンシブ） 

中国語中級 

中国語上級 

４単位まで 

 

中国語検定試験（中検） ２級以上 

漢語水平考試（ＨＳＫ） 
（筆記試験のみ） 

３級 中国語初級Ⅰ－１ 

中国語初級Ⅰ－２ 

３単位まで  
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中国語検定試験（中検） ３級 中国語初級Ⅱ－１ 

中国語初級Ⅱ－２ 

中国語初級Ⅰ－１（インテンシブ） 

中国語初級Ⅰ－２（インテンシブ） 

中国語初級Ⅱ－１（インテンシブ） 

中国語初級Ⅱ－２（インテンシブ） 

中国語中級 
漢語水平考試（ＨＳＫ） 
（筆記試験のみ） 

２級 中国語初級Ⅰ－１ 

中国語初級Ⅰ－２ 

中国語初級Ⅱ－１ 

中国語初級Ⅱ－２ 

中国語初級Ⅰ－１（インテンシブ） 

中国語初級Ⅰ－２（インテンシブ） 

２単位 

まで 

  

中国語検定試験（中検） ４級 

漢語水平考試（ＨＳＫ） 
（筆記試験のみ） 

１級 中国語初級Ⅰ－１ 

中国語初級Ⅰ－２ 

１単位 

まで 

   

中国語検定試験（中検） 準４級 

韓国語 韓国語能力試験 ２級以上 韓国語初級Ⅰ－１ 

韓国語初級Ⅰ－２ 

韓国語初級Ⅱ－１ 

韓国語初級Ⅱ－２ 

韓国語中級 

４単位まで 

１級 韓国語初級Ⅰ－１ 

韓国語初級Ⅰ－２ 

韓国語初級Ⅱ－１ 

韓国語初級Ⅱ－２ 

２単位 

まで 

 

スペイン語 スペイン語技能検定 ４級以上 スペイン語ベーシック１～４ 

スペイン語ステップアップ 

４単位まで 

５級 スペイン語ベーシック１～４ 

 

２単位 

まで 

 

６級 スペイン語ベーシック１及び２ 

 

１単位 

まで 

 

イタリア語 実用イタリア語検定 ３級以上 イタリア語ベーシック１～４ 

イタリア語ステップアップ 

４単位まで 

４級 イタリア語ベーシック１～４ ２単位 

まで 

 

５級 イタリア語ベーシック１及び２ １単位 

まで 

 

備考 １ 英語の認定は原則として，同一科目の「－１」と「－２」に対して行うこと。やむを得ず「－１」と「－２」

の片方のみ認定する場合は，「－２」を認定する。「－１」のみの認定は，学生が「－２」をすでに履修して

いる場合にのみ行って良いのものとする。 

   ２ 「GTEC Academic ４技能」のスコアのうち，２技能のみを用いて，「GTEC Academic ２技能」の単位認定の 

対象とすることはできない。 
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 ３．教養教育の学び                                                          

 

 

 ３−１ 岡⼭⼤学ディプロマ・ポリシー（ＤＰ），教養教育ＤＰ要素， 

    学修成果 

 

 ディプロマ・ポリシー（ＤＰ）とは，大学全体や学部・学科等の教育研究上の目的，学位授与の方針を定

めたものです。 

 岡山大学では，大学が育成する人材像を「学位取得のために身につけているべき能力」という面から捉え，

７㌻の５項目から成る大学ＤＰを「学生の目線」で作成しています。さらに各学部では，学部，学科等ごと

にもＤＰを作成していますが，教養教育では教養教育科目を学修することによって育成される人材像（身に

つけているべき能力）を教養教育ＤＰ要素として作成し，大学ＤＰの項目と対応させています。 

 また，学生が履修する授業科目によって「何ができるようになるか」を明確化するために，観察可能な能

力として「学修成果（LCOs = Learner-Centered Outcomes）」とそれに対応する「コア・コンピテンシー」

を示しています。 

  ※コア・コンピテンシーとは，教育課程の終了時点で獲得が期待される知識，技術、態度などの能力の

ことです。岡山大学卒業生が社会で一般的に必要になる能力や知識として，１２のコンピテンシーに

分類しています。 

 
 

大学DP 
教養教育DP要素 

（学修目標） 
学修成果（LCOs） 

学修成果に関連する 

コア・コンピテンシー 

教   養 人間性・倫理観 
 先人の足跡に学びつつ，豊かな

教養の基礎となる人間性・倫理観

を身につける 

豊かな教養の基礎となる人間

性・倫理観を身につけている 
倫理観 

創造力・想像力 

 新たな発想・発見につながる創

造力・想像力を磨く 

創造・想像のプロセスを通し

て、新たな発想・発見につな

げることができる 

問題解決力 

理論的思考・判断力 

 主体的な問題解決に向けて論

理的思考力・判断力を高める 

問題に対して論理的解決策

を主体的に組み立てることが

できる 

論理的思考力 

幅広い分野への知的関心 

 自分の目指す専門領域以外の

幅広い分野に対して関心を持つ 

自分の目指す専門領域以外

の幅広い分野に対して関心を

寄せることができる 

人類の文化、社会と自

然に関する知識の理解 

幅広い分野の知的習得 

 自分の目指す専門領域以外の

幅広い分野に関する基礎的知識

を身につける 

自分の目指す専門領域以外

の幅広い分野に関する基礎

を身につけている 

人類の文化、社会と自

然に関する知識の理解 

専 門 性 特定分野のための基礎的能力 

 自分の目指す専門分野のため

の基礎的学識・技能を身につけ

る 

自分の目指す専門分野のた

めの基礎を身につけている 
人類の文化、社会と自

然に関する知識の理解 

情 報 力 情報収集力 

 多くの情報源の中から，必要と

する情報を的確に収集する技能

を身につける 

自ら進んでエビデンスに基づ

いた情報を収集することがで

きる 

情報リテラシー 

情報活用力 

 得られた情報を正しく分析・活

用する能力を高める 

得られた情報を数量的に分

析し、適切に活用することが

できる 

数量的スキル 

情報発信力 

 主張・提案したい情報を適切に

発信する能力を身につける 

情報の収集・分析・活用から

積極的かつ効果的な情報発

信ができる 

情報リテラシー 
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大学DP 
教養教育DP要素 

（学修目標） 
学修成果（LCOs） 

学修成果に関連する 

コア・コンピテンシー 

行 動 力 主体的行動力 

 課題の遂行や問題の解決に向

けて主体的に行動する力を高め

る 

社会課題に関するテーマを

設定し、解決方法を設計でき

る 

問題解決力 

国際感覚 

 グローバル化に対応した国際

感覚を身につける 

グローバル社会で、他者と共

に生活するための言語的また

は非言語的な意思疎通がで

きる 

コミュニケーション・スキ

ル 

言語を理解する力 

 言語の法則を知る能力を身に

つける 

言語の本質を知り，言語を理

解することができる 

多文化・異文化に関す

る知識の理解 

言語を運用する力 

 言語の実際を知る能力を身に

つける 

言語の実際を知り，言語を適

切に運用することができる 

コミュニケーション・スキ

ル 

自己実現力 セルフマネジメント力 

 目的を達成するために、自らの

持てる資質を管理し、適切に運

用する力を身につける 

目的を達成するために、自ら

の持てる資質を管理し、適切

に運用することができる 

自己管理力 

日常的な自己研鑽力 

 常に謙虚な姿勢で自らを省察

し、自分自身の向上に努める 

常に謙虚な姿勢で自らを省

察し、自分自身の向上に努め

ることができる 

生涯学習力 

未来を設計する力 

 自分や社会の未来創造のため

に、方向性を見出し計画する 

個人および社会発展のため

に、将来に向けたビジョンと戦

略を計画できる 

市民としての社会的責

任 

 

 教養教育では，皆さんが自ら考え行動するために必要な知の基本を培うことに重点が置かれて
います。そのために，教養教育科目には本学ディプロマ・ポリシーに掲げる学士力のうち主とし
て【教養】，【行動力】，【情報力】に関連する多彩な授業科目が開設され，次のような科目区
分が設定されています。 
 
 教養教育科目には６つの科目区分，すなわち，導入教育科目，知的理解科目，実践知・感性科目，汎用
的技能と健康科目，言語科目，高年次教養科目があり，それぞれのテーマ・分野・言語ごとに複数の授業
科目が開設されています。 
 学生の皆さんは，所属する学部学科等において定められている卒業要件に従って，それぞれの科目区分
から授業科目を選んで履修し，卒業に必要な単位を取得するとともに，履修した授業科目に関連した教養
教育ＤＰ要素に掲げる学士力を修得します。 

 
 

３−２ 導⼊教育科⽬  

 導入教育とは高等学校から大学への円滑な移行を促すことや，入学後の教育効果をより高めることを目

的とした，正規課程に付随した教育プログラムをいいます。 

 岡山大学では，導入教育として以下の「全学ガイダンス」「学部ガイダンス」「補習教育」を設定して

います。 

                                                                                                 

「ガイダンス」 

１）全学ガイダンス（「岡山大学入門講座」，「キャリア形成基礎講座」） 

 学部に関係なく，これから本学で学び社会へ羽ばたくために，初年次に修得する全学必修科目です。

岡山大学生としてスタートするために必要な知識を得るための「岡山大学入門講座」と，自分・大学

・社会を知り人生について考えるための「キャリア形成基礎講座」の２つの授業科目があります。そ
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れぞれ全７回 0.5 単位ずつです。いずれの授業科目も，教養教育に関するコア・コンピテンシーのう

ち，「教養－倫理観，人類の文化、社会と自然に関する知識の理解」，「自己実現力－自己管理力，生

涯学習力，市民としての社会的責任」と主に関連しています。 

       

２）学部ガイダンス 

 各学部が所属学生を対象として開講するもので，大学で主体的かつ能動的に学ぶために必要なスタ

ディ・スキルやコミュニケーション・スキルを学修します。この授業科目は，教養教育に関するコア

・コンピテンシーのうち，「教養－人類の文化、社会と自然に関する知識の理解」，「専門性－人類の

文化、社会と自然に関する知識の理解」，「情報力－情報リテラシー」と主に関連しています。 

「学部ガイダンス」は，各学部あるいは学科・課程・コース単位に当該学部所属学生を対象として

開講するもので，他学部学生は履修できません。 

     

「補習教育」 

 高等学校教育と大学教育の円滑な接続を図るため，「初等数学１」，「初等数学２」，「初等物理学

１」，「初等物理学２」，「初等生物学１」，「初等生物学２」の６科目を補習教育科目として開講し

ます。これらの科目は，教養教育に関するコンピテンシーのうち，「教養－幅広い分野に対する関心，

幅広い分野の基礎力」と主に関連しています。 
         
 １）開講期・曜日・時限 

   第１学期 月曜７・８限 初等数学１，初等生物学１ 

   第１学期 木曜７・８限 初等物理学１，初等生物学１ 

   第２学期 月曜７・８限 初等数学２，初等生物学２ 

   第２学期 木曜７・８限 初等物理学２，初等生物学２ 
 
 ２）履修対象者・履修対象学部 

 高等学校において数学Ⅲ，物理，生物を履修していない全学部の学生を対象とします。また，定

員に余裕がある場合は既修者の履修も認めます。 
 
 ３）単位数及び成績評価 

 １授業科目の単位数は１単位とし，「修了」の評語をもって成績を評価して単位を授与します。

ただし，卒業要件単位としては算入されません。 
 
 ４）ＧＰＡ制・上限制・授業評価アンケート 

 卒業要件単位外の授業科目として取り扱うため，ＧＰＡ制・上限制の対象とはしません。また，

授業の効果を検証するため，授業評価アンケートの対象とします。 

 

 ３−３ 知的理解科⽬ 

 現代世界が提示する多様な諸問題への関心を呼び起こし，人類が過去から蓄積してきた知の拠り所への

学び(古典知)を通じて，自らと世界とのかかわりを常に生き生きと把握する知的理解力を養います。講義

科目には，現代的問題に焦点を合わせた科目と，より広範な基礎的テーマの科目を設定しています。なお，

知的理解科目の中に次の３つのグループを設定しています。 

 

「現代と社会」 

 社会のグローバル化のもとに，急激に変貌する現代社会の具体的実像に触れる。とりわけ，政治・経

済・社会・文化・思想・宗教等の分野で進行する知識の断片化を克服し，現代社会の全体像を理解する。 

 

「現代と生命」 

 科学技術の急速な進歩による生命科学の最先端分野での発展を，その研究の歴史的展開を踏まえて具

体的に理解する。また，医療生命科学分野の全体像を把握する。 

 

「現代と自然」 

 科学技術の急速な進展と自然界の解明の現状を理解する。また，人間による自然環境破壊と環境再生

の実像に触れ，自然に対する全体的・原理的理解に努める。 
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３−４ 実践知・感性科⽬  

  

時代と社会をリードする行動力と創造力を生み出し，豊かな感性を育むために，実践知と芸術知を養い 

ます。  

                                                                                               

「実践知」 

１）実践型社会連携教育科目 

 地域社会の企業，行政，NPO，まちづくり等が直面する様々な課題を取り上げ，その解決のために必要

な実践知（市民的教養に裏付けられた判断力，リーダーシップ，チーム力，責任・気概）を養います。

実社会の様々な関係者と協働して活動し，問題発見や解決のための技能や態度，素養を培うことができ

ます。 

 実践知科目は，教養教育に関するコア・コンピテンシーのうち，「教養－倫理観，論理的思考力，人

間の文化、社会と自然に関する知識の理解」，「情報力－数量的スキル，情報リテラシー，問題解決力」

と主に関連しています。 

 学外の現場での活動を実施する場合，時間割に設定されていない時間帯（土日祝など）に授業時間を

振り替えたり，学外での正課活動に関する保険への加入を履修要件としたりしていることがあるので留

意してください。また，グループワークを重視する科目では，一定人数の受講登録がなければ閉講にな

ることがあります。現場で受け入れてくれる関係者，チームのメンバーに迷惑がかからぬよう，最後ま

でやり抜くことがなにより重要です。 

 

２）科目のタイプ分け 

 実践型社会連携教育科目は，その内容によりいくつかのタイプに分けられます。タイプ分けは，１）

社会連携した実践活動の度合い（それに充当する時間数など），２）その科目の学習環境がグローバル

であるか，で判断します。 

 次表のとおり，全授業時間のうち現場での実践活動の時間の多いものが「Ａタイプ」，少ないものが

「Ｂタイプ」となり，さらに，学修する環境が外国や，国内であっても外国人コミュニティで学ぶとい

った異文化体験の深さにより，Ａ及びＢにＧ（グローバル）またはＧ＋を冠しています。Ａ，Ｂ及びＧ，

Ｇ＋の組み合わせにより，以下に示す①から⑦のタイプがあり，シラバスの授業形態欄に明記されていま

す。タイプの特性を理解したうえで履修計画を立ててください。 

 

 ◆ シラバスの「授業形態欄」には、以下のいずれかが表示されています。 

「該当せず」 

①Ａタイプ（社会連携の実践活動が授業の 1/3 以上と多い） 

②Ｂタイプ（社会連携の実践活動を一部取り入れている）  

③Ｇ＋Ａタイプ（学修環境として外国や外国人コミュニティ等に行くＡタイプ）  

④ＧＡタイプ（外国人との討論など異文化に触れつつ学修するＡタイプ）  

⑤Ｇ＋Ｂタイプ（学修環境として外国や外国人コミュニティ等に行くＢタイプ）  

⑥ＧＢタイプ（外国人との討論など異文化に触れつつ学修するＢタイプ）  

⑦Ｃタイプ（実習や演習として実践的だが社会連携したものでない） 

 

 

表．タイプ分けの基本 

判断基準 記号 解 説 

社会連携した

実践活動の度

合い 

Ａ a)地域や企業等の現場に出向き、 

b)その時間数が全授業時間数の３分の１以上 

c)成果報告会を開催する（学外の関係者が参加し、授業自体の評

価をすることが望ましい） 

の３条件を満たす。 
Ｂ 地域や企業等の現場に出向く、または現場の課題を抱える当事者

とのディスカッション等の活動が１回以上ある。ただし、単に外

部講師が講義するだけの授業は対象としない。 
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判断基準 
記号 

解 説 

学修環境とし

てのグローバ

ル要素の付加 

Ｇ
+
 社会連携して学修する現場が外国または国内の外国人コミュニテ

ィであるなど、異文化の環境に深く入っていく授業。 
Ｇ 留学生と日本人学生が協同することにより異文化理解を進めつつ

学ぶ授業、海外とのテレビ会議など多言語で討論が行われる授業

など。 
 

「芸術知」 

 「芸術知」は「実践知・感性」関連の授業科目であり，教養教育科目授業時間及びシラバスで指定さ

れた時間帯で履修することができます。この科目群は，優れた芸術作品の能動的な鑑賞やアート創造の

現場への参加等を通して，創造性と豊かな感性を養います。 

芸術知科目は，教養教育に関するコア・コンピテンシーのうち，「教養－倫理観，論理的思考力，人

類の文化、社会と自然に関する知識の理解」，「行動力－問題解決力，コミュニケーション・スキル」

と主に関連しています。 

 

 

３−５ 汎⽤的技能と健康科⽬  

                                                                                                 

 学問の追求に加えて，学生生活を充実させて社会へ向かうために必要な知識・技術及び能力を養います。

また，これらの土台ともいえる健全な心身を築きます。 

                                                                                                 

「情報教育」 

 大学教育における研究や教育をはじめ，社会人として必須である情報リテラシー技術やＩＣＴ

（Information & Communication Technology）活用能力を修得します。 

    

１) 情報リテラシー系科目 

 情報リテラシー系科目は，教養教育に関するコア・コンピテンシーのうち，「情報力－数量的ス

キル，情報リテラシー」に加え，「教養－人間の文化、社会と自然に関する知識の理解」，「行動

力－問題解決力」に関連しています。 

 情報化社会においてインターネットを有効に活用するための知識、情報セキュリティ被害にあわ

ないためのセキュリティ対応能力、個人情報漏洩防止のための知識などの幅広い情報リテラシー能

力と正しい情報マナーを身につけることを目標にします。 

「情報リテラシー」系科目は，以下の３科目により構成し，すべて実習を伴う授業です。 

           

① 情報処理入門１（情報機器の操作を含む）では，学生生活に必須の各種ＩＣＴサービスの活用

方法，ＩＣＴ機器の設定方法，個人情報の安全・安心な取り扱い能力，情報セキュリティ被害に

あわないセキュリティ対応能力等の情報リテラシー能力を修得します。 

 

② 情報処理入門２（情報機器の操作を含む）では，マイクロソフト社のワードプロセッサ，表計

算ソフト，プレゼンテーション作成ソフトの利用方法を学習します。大学生活に必要なレポート

作成，数値解析やプレゼンテーションのための資料の作成を，ＰＣを用いた実習形式で修得しま

す。 

 

③ 情報処理入門３（情報機器の操作を含む）では，ＩＣＴのハードウェア，ソフトウェア及びイ

ンターネットに関する高度な技術を学修します。これにより，情報機器，インターネットをより

有効に利活用するための情報リテラシー能力の向上を図ります。 

           

 上記の科目は，授業における課題の提供や小テストの実施，事前，事後の学習に授業支援システム

"Moodle"と，『電子教科書 VarsityWave eBooks』を利用します。また，個人所有のＰＣを使用しま

すので，事前にＰＣの環境設定を完了して，授業に臨んでください。なお，情報処理入門１では，入

学後に配付されるパスワード通知書や教科書付属の日経パソコン edu ライセンスカードを使用しま

す（教科書についてはＷｅｂシラバスで確認してください）。 
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情報リテラシー科目のうち，「情報処理入門１（情報機器の操作を含む）」は全学必修科目です。

この授業科目は，あらかじめ学部（学科・課程）によってクラス分けを行って開講します。指定以外

のクラスを履修することはできません。単位を修得できなかった場合の再履修は，２年次の第１学期

に１クラス開講しますので指定時間に再履修してください。 

 

本科目は教職課程で必須の科目であり，最低２科目，２単位の取得が必要になります。 

 

２) ICT（Information & Communication Technology）系科目 

 ＩＣＴ系科目は，教養教育に関するコンピテンシーのうち，「情報力－情報リテラシー，数量的

スキル」と主に関連しています。これにより，インターネットの安全・安心な活用，情報機器の効

率的な活用のための知識が修得できます。 

 

 ＩＣＴ系科目は，情報リテラシー系科目を発展した，より高度な技術を学習します。 

 インターネットと認証連携，高度情報セキュリティ技術に加え，プログラム開発の基本技術， 

ＩＴ英語など多彩な内容の授業を実施します。 

 ＩＣＴ系科目は、主に１年次と２年次に向けて開講します。 

 

「数理・データサイエンス」 

今日，情報通信技術の普及により大量のデータが収集・蓄積されていますが，それらは活用されなけ

れば意味をもつ情報とはなりません。このようなデータを対象とする学問分野がデータサイエンスです。 

数理・データサイエンス科目のうち，「数理・データサイエンスの基礎」は，現代の基礎教養として欠

かせない情報学・統計学・数理科学の３つを体系的に学ぶためのものであり，授業では，データサイエ

ンスの基盤となる統計および数理の基礎と，データサイエンスの応用事例を修得し，さらに機械学習の

概念を学んで，データサイエンスの果たす役割を概観します。この科目に関連した「数理・ データサイ

エンスの基礎演習 A」では実際にソフトウェアを利用し基礎で学んだ概念を学びます。 

さらに「統計学の基礎」と「データ分析の基礎」が開講されており統計学の基礎を学びます。 

数理・データサイエンス科目は，教養教育に関するコア・コンピテンシーのうち，「教養－倫理観，問

題解決力，論理的思考力，人間の文化、社会と自然に関する知識の理解」，「情報力－情報リテラシー，

数量的スキル」，「行動力－問題解決力」と主に関連しています。数理・データサイエンス科目のうち，

「数理・データサイエンスの基礎」は，あらかじめ学部（学科・課程）によってクラス分けを行って開

講します。指定以外のクラスを履修することはできません。 

「キャリア教育」 

 学生生活を充実させるとともに，社会人になるうえで必要な知識・能力を修得します。 

 特に「キャリアデザイン」という複数のテーマ別授業科目があります。他者とのコミュニケーション

を円滑にできるようになるための「Ⅰ．コミュニケーション力に磨きをかける」や「Ⅱ．つなげる！つ

ながる！みんなのキャリア」、社会にある様々な課題解決に取り組むための「Ⅲ．プロジェクトを企画

し実行する力を養う」，企業や業界に関する知識を獲得して将来設計に生かすための「Ⅳ．企業を知り，

業界を知る」や「Ⅴ．職業選択と自己実現」などで構成されています。 

 これらの授業科目は，教養教育に関するコア・コンピテンシーのうち「情報力－情報リテラシー，数

量的スキル」，「行動力－問題解決力」，「自己実現力－自己管理力，生涯学習力，市民としての社会

的責任」と主に関連しています。  

 

「健康・スポーツ科学」 

 生命・保健科学関連の授業科目で，教養教育科目授業時間表及びシラバスで指定された時間帯で履

修することができます。教養教育に関するコンピテンシーのうち，主に「人類の文化」，「問題解決

力」，「自己管理力」に関連しています。 

 

１） 健康・スポーツ科学 

健康・スポーツ科学は抽選があり，１～４学期に指定された時限で開講します。1 年生が対象の

授業です。 

健康・スポーツ科学ＡおよびＢは抽選があり，１～２学期に指定された時限で開講します。２年

生以上が対象の授業です。 
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健康・スポーツ科学Ｃは，抽選はなく，通年で，毎月 1 回，水曜日１０，１１限に開講するスポ

ーツ医科学の専門家によるオムニバス形式の授業です。本授業は教育職員免許状を取得のための科

目ではありません。 

 

２） するスポーツ演習   ※抽選あり 

 通常時間帯に各種スポーツ実技に加えて，e-ラーニング（Moodle）を活用したスポーツ関連学習

を含む授業です。初回の授業はシラバスに記載の場所でおこないます。 

 

３） みるスポーツ演習   ※抽選あり 

 みるスポーツ演習Ａ-ⅠおよびＡ-Ⅱは，１，２学期連続履修を前提とした授業です。開講時限は

月曜日７，８限です。みるスポーツ演習Ｂ-Ⅰ，Ｂ-Ⅱも同様で，３，４学期の月曜日７，８限に開

講します。調査演習形式の実践型科目です。 

 みるスポーツ演習は，みるスポーツに関わる調査研究テーマを履修者が設定し，テーマに基づき

グループを編成し，調査計画を立案し，実際に調査に出かけ，報告書をまとめます。 

 

４） 支えるスポーツ演習   ※抽選なし 

  支えるスポーツ演習Ａは，特定の高校において運動部活動の指導・支援をおこなう実践型科目です。 

履修希望者は初回のオリエンテーションに必ず参加してください。 

 

 

「アカデミック・ライティング」 

 ライティングは，専攻分野を問わず，すべての知的活動の基本的な技量，コミュニケーション能力と

なります。さらに，学術的な場面のみならず，学内外の日常的な場面においても中核となる能力です。

したがって，ライティングにより獲得される思考力とコミュニケーション能力は，大学を離れたのちに

も生涯を通して極めて重要な拠り所となるものと考えられます。 

 アカデミック・ライティングでは，論文やレポートを書くための技量のみではなく，思考力を伸ばし

たり論理的に表現したりすることを学び，自分で論理的に思考したことを書くことにより表現するコミ

ュニケーション能力を養うことを目的としています。 

 

 この科目では，以下のように論証型論文・レポートの基礎を理解し実践できるようになることを目標

としています。 

 

 ・自分の考えや意見などを正確に，意図した相手に伝える文章を書くことができる。 

 ・事実や根拠などを明らかにした論理的な文章を書くことができる。 

 ・文字や表記に注意して文章の体裁を整えることができる。 

 

 これらのライティングの能力は，教員の細やかな指導と学生の書き直しをする反復作業によってゆっ

くりと醸成されます。そこでは教員・学生間の対話と信頼関係が必要であり，ディスカッションや相互

評価が不可欠な活動となります。 

 なお，教養教育に関するコア・コンピテンシーのうち，「教養－論理的思考力」，「行動力－コミュニ

ケーション・スキル」，「情報力－情報リテラシー，数量的スキル」と主に関連しています。 

 

 ３−６ ⾔語科⽬ 

                                                                                                 

 言語の深い修得を通じて，言語の持つ価値や世界観を理解し，グローバル社会を洞察する力や社会に情

報を発信するコミュニケーション力を養う。 

 

「英 語」 

 言語科目の英語は，２０１９年度より必修科目のカリキュラムが変わりました。２０１９年度以降入学者

の必修科目は学部によって異なります。２０２２年度入学者について，文学部・医学部・薬学部・工学部は

「英語（スピーキング）」，「英語（リーディング）」，「英語（ライティング）」，「英語（リスニング）」,
「英語（総合）」の５科目・６単位です。教育学部・法学部・経済学部・理学部・歯学部・農学部は「英語

（スピーキング）」，「英語（リーディング）」，「英語（ライティング）」，「英語（リスニング）」，「英
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語（Ｓ＆Ｌ）」，「英語（Ｒ＆Ｗ）」の６科目・８単位です。グローバル・ディスカバリー・プログラムには

英語の必修科目はありません。 

 選択科目として，２０１９年度以降入学者は「プレ上級英語」，「上級英語」を履修できます。 

言語科目の英語は，教養教育に関するコア・コンピテンシーのうち，「行動力－多文化・異文化に関する知

識の理解，コミュニケーション・スキル」と主に関連しています。 

 

●全学統一 GTEC について 

 全学統一 GTEC は，入学時（４月）と２年次（別途案内）に実施します。必ず２回の全学統一 GTEC
を受検してください。特に２年次実施の全学統一 GTEC は，２年次に履修する必修英語の単位認定要件

となっていますので，注意してください。 
 

●各科目について 

１） 英語（スピーキング） 

 １年次に開講される授業です。幅広い話題に関して自分の考えを表現できるスピーキング力を養

成します。さらに，習熟度の高い学習者は専門分野に関連して，会話を発展させ適切な応答や要約

を行うことができるようスピーキング演習を行います。 

 

２） 英語（リーディング） 

 １年次に開講される授業です。様々な分野のエッセイや時事問題を扱う英文を用いてリーディン

グ演習を行います。習熟度に応じて精読や多読を実践します。 

 

３） 英語（ライティング） 

 １年次に開講される授業です。比較，対照，議論，物語などの様々な形式を用いて，構成の整っ

た英文を書く演習を行います。習熟度に応じて，英文を書く際の文法の確認や発展的な英文レポー

トを書く演習を行います。 

          

４） 英語（リスニング） 

 １年次に開講される授業です。身近な話題に関するスピーチや平易な講義を理解するリスニング

演習を行います。習熟度に応じて，関連するリーディング教材を用いてリスニングの内容を深めま

す。 

 

５） 英語（総合） 

 ２年次第１・２学期に開講される授業です。英語の４技能を駆使して課題に取り組みます。ディ

スカッションやプレゼンテーションを行ったり，英文レポートを書いたりして，情報収集力，批判

的思考力，創造力などの能力を伸ばします。習熟度によっては，英語文法や発音の確認をして，基

礎力の確立を図ります。 

 

６） 英語（Ｓ＆Ｌ） 

 ２年次に開講されるスピーキングとリスニングの授業です。１年次のスピーキングとリスニング

の授業よりもアカデミックな内容を扱います。例えば，あるテーマに関する英文をメモをとりなが

ら聞き，論点を整理し，ペアまたはグループで議論したり，さらに多くの情報を収集して発表した

りします。習熟度によっては，英語文法や発音の確認をして，基礎力の確立を図ります。 

 

７） 英語（Ｒ＆Ｗ） 

  ２年次に開講されるリーディングとライティングの授業です。１年次のリーディングとライティ

ングの授業よりもアカデミックな内容を扱います。例えば，あるテーマに関する英文をメモを取り

ながら読み，論点を整理し，ペアまたはグループで議論したり，さらに多くの情報を収集してリサ

ーチ・ペーパーを書いたりします。習熟度によっては，英語文法の確認をして，基礎力の確立を図

ります。 

 

８） プレ上級英語・上級英語  ※ 同一名科目の繰り返し履修可 

 プレ上級英語及び上級英語は，ステップアップを目指す学生のために，発展的な内容を教えるこ

とを目的としています。以下に注意して履修してください。 
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・プレ上級英語は，以下のとおり GTEC 又は TOEIC スコアが必要となります。 

 

 

 

 

 

・上級英語は，以下のとおり GTEC 又は TOEIC スコアが必要となります。 

 

GTEC [Listening & Reading] GTEC（４技能） TOEIC Ｌ＆Ｒ 
２２５点以上 ４５１点以上 ５００点以上 

 

ただし，授業時間表の備考欄に「Content English」と記載がある科目は以下の GTEC 又は 
TOEIC スコアが必要となりますので注意してください。 

 

GTEC [Listening & Reading] GTEC（４技能） TOEIC Ｌ＆Ｒ 
２６０点以上 ５１６点以上 ６００点以上 

 

また，授業時間表の備考欄に「検定対策クラス」と記載がある科目は，前述のスコアは必要あ

りません。 

 

・海外からの留学生で，英語が堪能であると授業担当教員が認める場合は，その学生は TOEIC ス

コアがなくても履修できます。（With the teacher's approval, international students can attend 
Advanced English classes without submitting a TOEIC score.） 

 

・高い質と教育効果を確保するために人数制限をすることがあります。 

 

・履修の際には，授業内容，教科書，授業のレベル等の詳細をシラバスで確認のうえ自分に合った

授業を選択してください。 

 

・過去に単位修得した科目と同じ教員が授業担当で，かつ同一テキストを使用する科目を履修する

場合には，事前に授業担当教員に履修許可を得てください。 

 

必修英語の履修スケジュール（例） 

 

   文学部・医学部・薬学部・工学部（必修６単位） 

年次・期 科目名 科目名 

１年次 

 

 

第１学期 英語（スピーキング）－１ 英語（ライティング）－１ 

第２学期 英語（スピーキング）－２ 英語（ライティング）－２ 

第３学期 英語（リーディング）－１ 英語（リスニング）－１ 

第４学期 英語（リーディング）－２ 英語（リスニング）－２ 

２年次 第１学期 英語（総合）－１  

第２学期 英語（総合）－２  

第３学期   

第４学期   

    
教育学部・法学部・経済学部・理学部・歯学部・農学部（必修８単位） 

年次・期 科目名 科目名 

１年次 

 

 

第１学期 英語（スピーキング）－１ 英語（ライティング）－１ 

第２学期 英語（スピーキング）－２ 英語（ライティング）－２ 

第３学期 英語（リーディング）－１ 英語（リスニング）－１ 

第４学期 英語（リーディング）－２ 英語（リスニング）－２ 

２年次 第１学期 英語（Ｓ＆Ｌ）－１  

第２学期 英語（Ｓ＆Ｌ）－２  

第３学期 英語（Ｒ＆Ｗ）－１  

第４学期 英語（Ｒ＆Ｗ）－２  

GTEC [Listening & Reading] GTEC（４技能） TOEIC Ｌ＆Ｒ 
１９０点以上２２４点以下 ３８６点以上４５０点以下 ４００点以上４９５点以下 
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「初修外国語」 

 初めて学ぶ外国語では，７つの言語が開講されています。 

 ただし開講形態の違いから，以下のようにＡ群とＢ群の二つに分かれます。 

 

A群 ドイツ語，フランス語， 

中国語，韓国語 
 初級は週２回，中級は週１回履修することが基本 

B群 ロシア語，スペイン語， 

イタリア語 
 初学者対象の「ベーシック」は週１回のみ開講 

 

  外国語科目の各初修外国語は，教養教育に関するコア・コンピテンシーのうち，初級およびベーシッ

クについては「教養－論理的思考力」，「行動力－多文化、異文化に関する知識の理解，コミュニケー

ション・スキル」と主に関連しています。また，中級，上級およびステップアップについては「行動力

－多文化、異文化に関する知識の理解，コミュニケーション・スキル」，「自己実現力－生涯学習力」

と主に関連しています。 
        

  初修外国語（Ａ群） 

     １） 初級 

ア．初めて履修する場合は，教養教育科目授業時間表の「履修対象の学部，学科等」欄およびシラ

バスの指示に基づいて，原則として第１学期から第４学期まで同一クラス，つまり同一科目・担

当教員の授業科目（第１学期＝初級Ⅰ-１，第２学期＝初級Ⅰ-２，第３学期＝初級Ⅱ-１，第４学

期＝初級Ⅱ-２）を履修してください。 

  なお，１年次生を対象に４月に教養教育科目に関する抽選・クラス分け説明会を実施します。

この説明会の際に履修希望調査を行い，第１学期に開講される科目はそれに基づきクラス分けを

行いますので，履修を希望する新入生は必ず参加してください。説明会に参加しないと，履修が

できない場合があります。【２０２２年度は，動画にてオンデマンド配信】 

 

 

イ．２年次生以上が月曜日および木曜日に週２回開講される「初級」授業の履修を希望する場合に

は，１年次生のクラス分けの結果，定員に余裕があるクラスに限り，授業担当教員の許可を得れ

ば履修することができます。火曜日又は金曜日に開講される科目は事前のクラス分けを行いませ

んので，直接履修登録することができます。 

 

ウ．以下の授業タイプがありますので選んで履修してください。 

【１】５０分授業を週２回行う授業（このタイプの授業は，同じ語種の下記２）の授業との同時

履修はできません。また，同じ語種の下記２）の科目を単位修得している場合も履修できま

せん。詳細は時間割表ページ開講授業科目一覧の重複履修欄を参照してください。） 

【２】５０分授業×２時限を週２回行い集中的に学ぶ「インテンシブ」の授業（このタイプの授

業は，同じ語種の上記１）の授業との同時履修はできません。また，同じ語種の上記１）の

科目を単位修得している場合も履修できません。詳細は時間割表ページ開講授業科目一覧

の重複履修欄を参照してください。） 

【３】これに加え，ドイツ語初級及びフランス語初級では週１回行われる「会話」の授業を，第 

１学期～第４学期に１科目ずつ開講しています。この授業は基本学習に対する発展的補足学 

習の意味を持ちますので，それぞれの学期において上記１）または２）のタイプの同じ語種 

の授業を同時履修する学生，或いは既に履修済みの学生のみが履修可能です。 

 

     注意：対象学生が指定されている場合はその授業タイプしか履修できません。 

 

   ２） 中級 ※ 同一名科目の繰り返し履修可 

           １年次生でも，授業担当教員と相談の上，履修することができます。 

      履修を希望する者は，初回の授業に出席して，担当教員から履修の許可を受けてください。 

 

   ３） 上級（中国語のみ） ※ 同一名科目の繰り返し履修可 

      １，２年次生でも，授業担当教員と相談の上，履修することができます。 

      履修を希望する者は，初回の授業に出席して，担当教員から履修の許可を受けてください。 
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 ３．教養教育の学び                                                          

 

 

  初修外国語（Ｂ群） 

   １） ベーシック 

ア. 開講曜日・時間帯は次の通りです。          

 

ロシア語ベーシック１～４ ：金曜７限・８限 

    スペイン語ベーシック１～４：火曜７限・８限 

    イタリア語ベーシック１～４：金曜７限・８限 

 

イ. 再履修（一度履修したが，単位修得できなかった）の場合には，翌年度の同一授業科目を 

履修して下さい。 

 

   ２） ステップアップ ※ 同一名科目の繰り返し履修可 

ア. 開講曜日・時間帯は以下の通りです。 

ロシア語ステップアップ ：金曜５限・６限 

   スペイン語ステップアップ：火曜５限・６限 

   イタリア語ステップアップ：月曜７限・８限 

 

イ. １年次生でも，授業担当教員と相談の上，履修することができます。 

  履修を希望する者は，初回の授業に出席して，担当教員から履修の許可を受けてください。 

 

「日本語（留学生用）」 

 この科目は，教養教育に関するコア・コンピテンシーのうち，「行動力－コミュニケーション・スキ

ル，多文化・異文化に関する知識の理解」と主に関連しています。 

 

 履修について不明な点がある場合は，所属学部の教務学生担当窓口に確認してください。 

 外国人留学生及び特に必要と認められた学生以外は履修できません。 

 

 ３−７ ⾼年次教養科⽬ 

                                                                                                 

 専門的素養を習得した３，４年次生（高年次生）に対して，専門教育以外に必要とされる知識や能力

を与える教養教育科目を高年次教養科目として設定し，学生の習熟度と関心に応じた段階的教養教育を

実施します。 

 高年次教養科目の授業は，基本的に各学部の専門教育の時間帯に実施されます。 

  

 履修に当たっては，次の各事項に留意してください。 

 

１） 一部の科目については，開講学部以外の学生の履修を認めています。 

 所属学部が開講している以外の「高年次教養科目」を履修する場合，修得した単位を教養教育科

目の卒業要件にどのように算入するか事前に所属学部の掲示板等でよく確認して履修してくださ

い。 

 

２） 指定された一部の科目については，教育上の効果や円滑な授業運営を図るため，事前に履修希望

登録を行い，履修希望者多数の場合には，抽選を実施し履修者を決定します。開講学部以外の学生で

履修を希望する場合は，必ず登録してください。登録期間や方法の詳細については，一般教育棟Ａ棟

の掲示板を確認してください。 
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ALC NetAcademy NEXT（e-learning）の進め方（学生用） 
 

岡山大学では，英語 e ラーニング教材の ALC NetAcademy NEXT を導入しています。本学の学部

生・大学院生なら誰でも自宅や大学のパソコン，タブレット，スマートフォン（＊スマートフォンか

らは，スピーキング学習はできません。スピーキング学習は，PC もしくはタブレットで行ってくだ

さい。）から，24 時間いつでも自主的に学習できるようになっています。インターネットに接続でき

る環境があれば，自宅からでも好きな時間に使用可能であり，ひとりひとりのペースや目的にあわせ

段階的なステップアップを実現できるよう，教材が用意されています。 
・総合英語トレーニングコース初級（対象：これから TOEIC400～500 点レベルを目指す方） 
高校までに学んだ語彙や文法の知識を復習しながら，聞く・話す・読む・書くの英語 4 技能を，総

合的にレベルアップさせるためのコースです。GTEC，TOEIC，TOEFL などの資格試験対策に進む

前に，基礎英語力を高めることができます。 
・TOEIC(R)L&R テスト 500 点・600 点・730 点突破コース（対象：TOEIC300～700 点の方） 
TOEIC スコアアップの「ねらい目」を効率よく学習する「テスト対策」ができるだけでなく，実践

的な英語運用力も養うことができます。TOEIC 本番形式の問題（模擬試験）を，最大６回受験する

ことができ，成績結果（スコアレポート）も本番形式に換算して出します。 
・医学・医療英語コース（対象：医学科生，及び，今後，英語で医療に関わる可能性のある方） 
本格的かつリアルな医学・医療英語が学べます。医療関係者と患者さんとの会話に使える様々な表 
現，医学や健康に関する英語の文書に素早く目を通すコツ，難しい医学英語を効率的に理解できる 
方法など，すぐに役立つ知識やスキルを身に着けられます。 
 
   
ALC NetAcademy NEXT を立ち上げる。 

「岡山大学ホームページ」→「在学生・保護者の方」→「各システムへの入り口」→ 
「ALC NetAcademy NEXT」（学習者編簡易マニュアル PDF へのリンクもあります） 
＊岡大 ID とパスワードを入力します。 

Login をクリックします。学外からもログインできます。 
ログイン後，Home 画面上のコース一覧より，各コースを選択しよう。 

 

ALC NetAcademy NEXT ログイン方法 
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 ４．授業の履修手続き                                                          

 

 

 大学の授業を受講するためには，「履修登録」の手続きを行う必要があります。「この授業科目をうけ

ますよ。」という意思表示する手続きのことです。高校では決められた時間割どおりに学習しますが，大

学では，皆さんの意思で，学習したい授業科目を選択できる「選択科目」があり，一定の範囲の自由度が

あります。もちろん，卒業や資格取得にはこの授業科目の単位が絶対必要という「必修科目」があります

から，注意が必要です。 

 

 また，履修に際しては，いろいろなルールがあります。以下の説明をよく読んで，皆さん自身の責任で

履修の制度を確認し，学習目的に沿った授業科目を選択してください。履修制度の勘違いや，登録漏れな

どによって，進級や卒業ができなかったり，卒業時期が延びることもありますから気をつけてください。 

 

  履修登録は，学期毎に，学務情報システム（Ｗｅｂ）から行います。 

 

４−１ 履修登録に必要なもの 

 

●岡大ＩＤ及びパスワード（入学時に大学から配布します。） 

●教養教育科目授業時間表 

●教養教育科目シラバス 

 

４−２ 履修登録のしかた      

 

 皆さんは，各自の履修計画に基づいて，履修しようとする授業科目を，皆さん自身が，「履修登録」を

行うことになります。各自のパソコン・スマートフォン等でも登録できます。履修登録のしかたについては，

「学務系システム利用の手引き」で確認してください。登録期間は，所属学部で異なりますので，注意し

てください。 
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４−３ 教養教育科⽬の抽選について 

 

 教養教育科目では，教育上の効果や円滑な授業運営を図るため，授業内容に応じて履修者数の上限を定

め，抽選により授業開始前に履修者を決定する科目があります。 

 なお，科目区分毎に実施方法や留意事項が異なります。詳細は以下の各ページを参照してください。 

  

  ・ 「知的理解科目」，「実践知・感性科目」，「汎用的技能と健康科目」・・・【See→23 ㌻】 

  ・ 「言語科目（初修外国語）」・・・【See→30 ㌻】 

  ・ 「高年次教養科目」・・・【See→31 ㌻】 

  ・ 「他学部が開講する専門教育科目で教養教育科目となるもの」・・・【See→37 ㌻】 

 

 

「知的理解科目」，「実践知・感性科目」，「汎用的技能と健康科目」の抽選 

 

 １）「知的理解科目」，「実践知・感性科目」，「汎用的技能と健康科目」の抽選登録時期は以下のとおり

です。詳細についてはその都度掲示しますので，必ず確認してください。 
 

    抽選登録時期 

  第１学期開講科目：（新入生以外） 

   前年度の２月下旬～３月中旬 

  （新入生については，４月上旬の教養教育科目についての抽選・クラス分け説明会にて登録方法 

・登録期間の説明を行います。【2022 年度は，オンデマンド配信】） 

  第２学期・夏季集中開講科目： 

   ５月初旬～５月下旬 

  第３，第４学期・冬季集中・春季集中開講科目： 

   ８月下旬～９月中旬（第３学期と第４学期の開講科目については同じ時期に抽選登録します） 
 

 ２）抽選の流れは以下のとおりです。 

 

 時間割やシラバス等を確認し，履修を希望する抽選対象科目が決まったら，学務情報システムから抽選

登録してください。学外からも登録可能です。抽選登録の手順については，掲示や「学務系システムの手

引き」を参照してください。（※スマートフォンからも登録可能です。） 
 

  抽選結果公開後，当選者が定員まで達していない全ての科目について，Ｗｅｂから先着順で追加募集を 

行います。（追加募集は，Ｗｅｂ上で実施します。授業担当教員へ直接，追加募集実施の有無等の問い合 

わせはできません。） 
 

  抽選に当選した科目あるいはＷｅｂ追加募集で当選した科目については，学務企画課で履修登録します 

ので，履修登録期間内に学務情報システムよりエラー表示を確認してください。 
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留意事項 

 

 １）「知的理解科目」，「実践知・感性科目」，「汎用的技能と健康科目」の抽選対象科目は，抽選で当

選した学生あるいはＷｅｂ追加募集で当選した学生以外は履修できません。(卒業・進級等の事情によ

り，やむを得ず当選していない教養教育科目抽選対象科目の履修が必要な場合は，所属学部の教務担当

窓口に相談してください。) 

 

 ２）抽選対象は以下のとおり，科目の開講曜日によって異なります。 

２０２２年度入学生：月曜日・木曜日開講の科目（火曜日・金曜日開講の科目は抽選登録できません。 

ただし，追加募集には応募可能です。） 

   ２０２１年度入学生：火曜日・金曜日開講の科目（月曜日・木曜日開講の科目は抽選登録できません。 

ただし，追加募集には応募可能です。） 

 

 ３）必修となっている英語科目・数理データサイエンス科目が割り当てられている時間帯の科目には抽選

登録できません。ただし，追加募集には応募可能です。 

 

 ４）「知的理解科目」，「実践知・感性科目」，「汎用的技能と健康科目」であっても抽選を行わない科目

があります。 

 

４−４ 履修登録のルール 

 

 （１）教養教育科目授業時間表  

「教養教育科目授業時間表」は，教養教育で開講される全ての科目について記載しています。教 

養教育では，さまざまな科目が開講されています。各科目によって履修対象や授業形態が異なりま 

すので，授業時間表及びシラバスをよく見て履修登録を行ってください。 

 

 （２）全学部共通の注意事項 

          教養教育科目全体の履修のルールや注意事項について確認しましょう。 

    

①  履修登録・成績評価 

授業科目はすべて学期単位で開講され，成績も学期ごとに評価されます。履修登録は学期毎に行

い，夏季集中に開講される科目は第１学期から，冬季集中・春季集中に開講される科目は，第３学

期と同時からＷｅｂにより登録できます。登録期間等の詳細は掲示にてお知らせします。 

 

② 履修対象年次（学部ガイダンス科目は除く） 
１） 月曜日及び木曜日に開講する科目 

・原則として１年生及び３年生以上を履修対象とします。２年生は抽選対象科目の抽選登録はでき

ません。 

・２年生が履修を希望する場合は以下のとおりとします。（ただし，第１学期を除く。） 

抽選対象科目 追加募集がある科目について，当選すれば履修できます。 

・その他指定がある科目は，その指示に従ってください。 

     

   ２） 火曜日及び金曜日に開講する科目 

    ・原則として２年生及び３年生以上を履修対象とします。１年生は抽選対象科目の抽選登録はでき

ません。 

・１年生が履修を希望する場合は以下のとおりとします。（ただし，第１学期を除く。） 

抽選対象科目 追加募集がある科目について，当選すれば履修できます。 
・その他指定がある科目は，その指示に従ってください。 

 

３） その他（集中講義等） 

・特に指定された場合を除き，履修対象年次は限定しません。 
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③ 履修対象の学部・学科等 
           履修に際しては，授業時間表の「履修対象の学部，学科等」欄の指定およびシラバスの指示に従 

ってください。「履修対象学部，学科等」以外の学生は履修できないので注意が必要です。 

 

④ 重複履修の禁止 
          （1） 既に単位を修得した授業科目を再度履修してはいけません。ただし，一部の授業科目 

では重複履修が認められています。 

     （2） 同じ授業科目名の授業は，担当教員や授業内容が異なっていても，重複履修することはで

きません。 

     （3） 同一授業時間に開講される複数の授業科目を重複して登録することはできません。 

     （4） 上記（1），（2）にかかわらず，するスポーツ演習，みるスポーツ演習，支えるスポーツ演 

       習は同一名の授業科目でも重複履修が可能です。また，言語科目の中にも重複履修できるも 

のがあります。【See→「開講授業科目一覧」】 

 

⑤ 外国人留学生の言語科目 
           外国人留学生は，言語科目の履修にあたって，母国語を履修することはできません。 

 

⑥ 夜間主コース授業の受講の禁止 
           昼間の学生は，夜間主コースの授業を履修することはできません。 

 

 （３）各科目の履修上のルール 

① 学部ガイダンス科目 
各学部あるいは学科・課程ごとに当該学部所属学生を対象として開講されます。シラバス及び

掲示等の指示に従って履修してください。【See→「開講授業科目一覧」】 

 

② 「知的理解科目」，「実践知・感性科目」，「汎用的技能と健康科目」の内，英語で行われ
る科目 

授業で使用する言語が英語の科目については，教養教育科目授業時間表の備考欄に「英語で行

われる科目」と記載しています。この科目は英語力について受講要件がある場合がありますので，

必ずシラバスを確認してください。また，抽選を行わない科目もありますので，注意してくださ

い。 

 

③ 言語科目 
 

●全学統一 GTEC について 

             全学統一 GTEC は，入学時（４月）と２年次（別途案内）に実施します。必ず２回の全学統一

GTEC を受験してください。特に２年次実施の全学統一 GTEC は，２年次に履修する必修英語

の単位認定要件となっていますので，注意してください。 

 

           「英語（スピーキング）」 「英語（リーディング）」 「英語（ライティング）」 「英語（リスニング）」 

１年次に開講される必修科目の授業です。入学時の全学統一 GTEC の結果により，クラス 

分けを行います。指定されたクラスを変更することはできません。  

単位未修得となった場合は，次学期以降に，事前に担当教員の許可を得て再履修してくださ 

い。担当教員の許可がない場合は，履修できません。なお，GTEC スコアによってクラス分け

をしていますので，再履修の場合は，担当教員への申し出前に，一般教育棟Ａ棟２階学務企画

課教育支援グループでクラスレベルの確認をしてください。 
 
          「英語（総合）」 「英語（Ｓ＆Ｌ）」 「英語（Ｒ＆Ｗ）」 

              ２年次に開講される授業です。 

       指定されたクラスを変更することはできません。ただし，専門教育科目の再履修科目とバッ

ティングしている場合に限り，クラスの変更を認めます。クラス変更の手続きについては，一

般教育棟Ａ棟２階学務企画課教育支援グループにて確認してください。 
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単位未修得となった場合は，次学期以降に，事前に担当教員の許可を得て再履修してくださ

い。担当教員の許可がない場合は，履修できません。なお，再履修の場合は，担当教員への申

し出前に，一般教育棟Ａ棟２階学務企画課教育支援グループでクラスレベルの確認をしてくだ

さい。   

 

           「プレ上級英語」「上級英語」 

       履修を希望する学生は，必ず最初の授業に出席し，担当教員に GTEC スコアシートを提示 

      した上で，履修の許可を得てください。ただし，検定対策用のクラスの受講者はスコアシート 

      提示の必要はありません。 

 

（４）他学部が開講する専門教育科目の履修について 

   各学部が開講する専門教育科目のうち，「学部開講専門教育科目一覧表」（専門基礎科目・専門科目） 

  に記載する授業科目は，全ての学部の学生を履修対象として開講しています。 

   この専門教育科目を開講学部以外の学生が履修し単位を修得した場合は，当該一覧表に記載のとおり 

  教養教育科目の授業科目として取り扱われます。履修に当たっては，次の各事項に留意してください。 

 

   (1) 開講学部，学期，曜日・時限および教養教育科目への対応についてよく確認の上，間違いのない 

    ようにしてください。（専門基礎科目・専門科目として履修する講義番号と教養教育科目として履 

    修する講義番号が異なりますので，注意してください。） 

   (2) 指定された一部の科目については，教育上の効果や円滑な授業運営を図るため，事前に履修希望 

    登録を行い，履修希望者多数の場合には，抽選を実施し履修者を決定します。 

開講学部以外の学生で履修を希望する場合は，必ず登録してください。 

なお，履修希望登録期間や詳細な方法については，一般教育棟Ａ棟１階の掲示板を確認してくだ

さい。 

また，4 月入学の新入生が第 1学期に履修できる科目及び 10 月入学の新入生が第 3学期に履修で

きる科目の中に，履修希望登録の対象となる科目はありません。 

   (3) 授業計画等を確認する場合は，シラバスを参照してください。 

   (4) 他学部学生は，履修に際して授業担当教員に，他学部履修者である旨，申し出てください。 
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 ５．受講上の注意                                                              

 

 

 授業を受ける際に知っておかなければならないことを説明します。知らないばかりに授業を受

けられなかったり，必要な連絡ができなかったり，学生生活上の必要な支援が得られなかったり，

さまざまな不都合が生じることになります。受講上の基本的な注意については，特に確認してお

きましょう。 

 

５−１ 教室 

  

 教養教育科目の授業は，主に一般教育棟を使用して開講されますが，学部や情報統括センターの教室

を使用する場合がありますので注意してください。 

 詳しくは，「教養教育科目授業時間表」及び 73 ㌻「学内案内図・教室配置図」を参照してください。 

 

５−２ 授業に関する連絡 

 

 教養教育科目に関するいろいろな連絡は，次の方法で行われますので，必ず定期的に確認してくださ

い。 

    

   教養教育掲示板 

      教養教育関係の「休講」・「補講」・「お知らせ」等の情報を掲示します。 

      一般教育棟Ａ棟１階掲示板を定期的に確認してください。 

 

５−３ 教室変更 

 

      授業開始後は，受講者数の増減に伴い，教室を変更することがあります。教室変更については，一般 

教育棟Ａ棟１階掲示板を必ず確認してください。 

 

５−４ 休講・補講 

 

      授業担当教員が，出張または病気等の理由で，担当する授業を休講する場合及びそれに伴う補講を行 

う場合は，一般教育棟Ａ棟１階掲示板で通知しますので，毎日掲示を見るようにしてください。 

 

５−５ 公⽋・準公⽋・その他の⽋席 
 

    （１）公欠 

以下の場合は，公欠として認められます。手続きは，所属学部の教務学生担当窓口で行ってく 

ださい。 

①気象警報・交通機関の運休による欠席 

②親族が死亡したことによる欠席 

③感染症に罹患したことによる欠席  

④弾道ミサイルが落下したことによる欠席  

 

       【See→42 ㌻「学生の通学が困難となる事由が発生した場合における授業等の取扱いについて」】 

 

    （２）準公欠 

        以下の場合は，準公欠として認められます。手続きは，所属学部の教務学生担当窓口で行って 

   ください。 

①裁判員制度に基づき裁判所へ出頭する場合，その他証人，参考人等として裁判所その他官公署へ 

  出頭することによる欠席 

        ②骨髄移植のために骨髄液等の提供を行う場合等の欠席  
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 ５．受講上の注意                                                              

 

 

        ③災害ボランティア活動に伴う欠席  

         （対象となる災害は公示しますので，掲示又はホームページにより確認してください。）  

 

    【See→41 ㌻「学生の通学が困難となる事由が発生した場合における授業等の取扱いについて」】 

 

    （３）その他の欠席  

        公欠や準公欠とならない事由（主に，以下の表に掲げるもの）により授業を欠席する場合は， 

    授業の欠席を届け出る際に，72 ページに掲載している様式を使用することができます。（ただし，所 

       属学部・研究科等により授業欠席の取扱い等が別途に定められている場合は，それに従ってくださ

い。） 

この欠席届を提出する場合は，記入した後，必要に応じて関連書類を添付の上，授業担当教員あて

に直接提出してください。  

この欠席届の提出にかかわらず，成績評価に当たっての配慮を行うかどうかについては，各授業担

当教員の判断に委ねられています。この欠席届の提出により，授業担当教員による成績評価における

配慮を確約するものではありません。 

  

    【欠席届を使用することができる主な授業欠席の事由】                               

本学の教育施設

以外で実施する 

授業等 

教育実習等 教育職員免許状又は保育士資格の取得のために必要な実習をいう。 

介護等の体験 教育職員免許状（小学校及び中学校免許）の取得のために必要な体験

をいう。 

インターンシ

ップ実習 
本学の開講する授業で，単位認定を行う就業体験をいう。 

学外研修等 学部・研究科等において実施する学外研修及び学外施設見学等をい

う。 

集中講義 授業実施期間中における集中講義をいう。 

病気又はけが 学生の通学が困難となる事由が発生した場合における授業等の取扱

いについて（平成２１年９月１６日学長裁定）第４に規定する，学生

が感染症に罹患した場合等の取扱いによらない病気又はけがをいう。 

課外活動 岡山大学公認サークルの活動に伴う大会等への出場をいう。 

就職活動 授業実施期間中における就職活動をいう。 

 

５−６ レポートの提出 

 

 （１）レポートの作成 
「授業科目名，担当教員名，学部，学科，学生番号，氏名」をレポートの表紙にわかりやすく記入し

てください。レポートが複数枚になる場合は，ホッチキスで留めて提出してください。 

 

 （２）レポート作成上の注意 

レポートの中で他人のアイデアを引用する場合は，適切な引用や出典参照をしないと「剽窃（ひょ

うせつ）行為」とみなされます。「剽窃」とは，「他人のアイデアを自分のものとして使用する行為」

で，以下のような具体例があります。 

 

・書籍，論文，インターネット上の文章，データ，写真，絵，図，チャート等，書かれたものや，口

頭で示された他人の意見や構想を，適切な引用や出典参照をしないで，写して（コピー＆ペース

トして）自分のものとして，レポート・論文・発表等で使用すること 
・書籍，論文，インターネット上の文章，データ，写真，絵，図，チャート等，書かれたものや，口

頭で示された他人の意見や構想を，適切な引用や出典参照をしないで，少し言い換えたり，まと

めたりして，自分のものとして，レポート・論文・発表等で使用すること 
・レポートや論文，宿題などの成果物を，他人に作成してもらい，自分のものとして使用すること 
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 ５．受講上の注意                                                              

 

 

また，他人ではなく自分が書いたものであっても，ある授業で提出したレポートを他の授業で再度

提出することは，学問的倫理に反するのでやめましょう。 

 

 （３）レポートの提出期限，提出場所 
① 提出方法については，担当教員からの指示に従ってください。 

② 指示された提出時間・期限を過ぎた場合，受理できませんので注意してください。 

③ 提出場所が「一般教育棟」と指示された場合は，一般教育棟Ａ棟２階学務部前の廊下にある 

 「レポートボックス」に提出してください。設置時間は，平日８：３０～１７：００です。 

 

                      レポート表紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

授業科目名

授業担当教員名

テーマ

学部・学科

学生番号

氏名
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ケース①：
気象警報のうち，
（１）暴風警報
（２）暴風雪警報
（３）大雪警報（三朝を除く。）
（４）特別警報

のいずれかが発表されると…
ケース②： ※１　「休講」とは…　　授業を取りやめること。

教育担当理事の判断による休講

ケース③：
休講の対象とならない気象警報，交通機関
の運行休止により通学が困難となった…

学生の親族に不幸が…
ケース①： 配偶者
ケース②： １親等（父母，子）
ケース③： ２親等（祖父母，兄弟姉妹，孫）

学生が，感染症に罹患し，出席停止と
なったら…

・インフルエンザ
・麻疹　など

※特定の感染症に限る 。

インフルエンザ，麻疹などの集団発生の場合，
感染拡大防止の措置として…

※２　「休業」とは… ※２　「休業」とは…

ケース①：
Jアラートが発信され，岡山県内に弾道ミサ
イルが落下した場合
（三朝地区の場合は，鳥取県内）

※１　「休講」とは…　　授業を取りやめること。

ケース②：
休講の対象とならない地域に弾道ミサイル
が落下し，学生が通学に利用する交通
機関の運行休止等により通学が困難と
なった場合

ケース①：

ケース②：

※３　「準公欠」とは…

１ 気象警報・ 交通機関の運休

忌 引 き

辞退せず，裁判員制度に基づき裁判所へ出
頭したら…

裁判員制度

２ その他証人， 参考人等と し て裁判所その他官公署へ出頭する場合

２

１

※学期当たり， 最大７日間（ 往復に要する
日数を 含む。 ） を 限度と する。

※親族以外に提供する場合に限る。

証人や参考人等として，裁判所その他官公
署へ出頭したら…

３ 感 染 症

３

４ その他特別の事情

ドナー候補者又はドナーとなり，検査，入院又は
諸手続等のために医療機関へ赴く場合は…

授業のみならず，研究活動についても行わないこと。原則
として，大学への立ち入りを禁止する。

学生の通学が困難と なる 事由が発生し た場合における
授業等の取扱いについて≪概念図≫

※対象とな る災害は， 公示する。

公欠に準じて取り扱う授業欠席のこと。

骨髄移植のための骨髄液提供等

災害ボラ ン ティ ア活動

災害ボランティア活動に従事する場合は…

４

大学は休講（※１）

この場合，課外活動についても全て禁止

届け出ることで，公欠

後日，補講を実施

授業担当教員が，当該授業に相当
する学習を課すものとする。

届け出ることで，公欠
①配偶者 死亡日から（または葬儀等が行

われた日を含む）連続７日以内

②１親等 死亡日から（または葬儀等が行

われた日を含む）連続７日以内

③２親等 死亡日から（または葬儀等が行

われた日を含む）連続 ３日以内

授業担当教員が，当該授業に相当
する学習を課すものとする。

届け出ることで，公欠
医師の発行する病名・罹患期間の記載され

た診断書（治癒証明書）に基づき，罹患期

間＝公欠期間とする。

授業担当教員が，当該授業に相当
する学習を課すものとする。

大学は休業（※２）

感染症罹患者の発生に伴い，感染症の感染拡
大を防止する目的で行う休業措置については，

本学の危機管理対策に基づくものとする。

休業となった期間の授業の取扱いは，
その都度，学長及び教育担当理事等
で協議の上，学長が決定するものとす
る。

授業担当教員が，当該授業に相当
する学習を課すものとする。

【注意】 ◆ 上記の各手続きは，所属学部・コース・研究科の教務担当窓口にて行ってください。
◆ 上記以外の授業欠席については，公欠又は準公欠になりません。

公欠と なる事項

準公欠（※３）と なる 事項

届け出ることで，準公欠（※３）

①出頭したことの証明書を添付
②当該用務に従事した期間の 証明書を

添付

届け出ることで，準公欠（※３）

（財）骨髄移植推進財団の発行する証明書
を添付

授業担当教員が，当該授業に相当
する学習を課すものとする。

事前の申請により，準公欠（※３）

①保護者等及び指導教員等の了承を得た

上で，事前に，申請書等を提出

②ボランティア活動終了後，ボランティア活

動報告書の提出

授業担当教員が，当該授業に相当
する学習を課すものとする。

大学は休講（※１）

この場合，課外活動についても全て禁止

届け出ることで，公欠

後日，補講を実施

授業担当教員が，当該授業に相当
する学習を課すものとする。

41



暴風時等の対応について（授業の扱い）

昼間に開講する授業

気象情報の確認

警報の発表
～午前８時40分

警報の発表
午前６時

気象情報・交通機関
の運行の確認

登校は可能

全 て の 授 業

休 講

授 業 開 講

授業開始後に
警報の発表

午

有り 無し

有り

後 日 補 講

不可能

授 業 開 講次の時限以
降の授業を
休講

登校可能となった日に
公欠届を提出

後日，授業担当教員
からの指示に従う

有り

台風等発生

無し

可 能

登 校
受 講

無し

大学

学生

全ての授業
を直ちに

休講

暴風，暴風雪，
大雪警報（※
三朝地区は大
雪除く）

特別警報
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 ６．試験及び成績の評価                                                             

 

 

６−１ 受験⼼得 

 

受験にあたっては，次の各事項に留意してください。 

 

① 受験する学生は特別の指示がない限り，試験開始時刻の５分前までに所定の教室に入室を完了するこ

と。 

② 監督者が指定した座席において受験すること。 

③ 受験中は必ず学生証を机上に置くこと。 

  ただし，学生証を紛失又は忘れた場合は，監督者に申し出て，その指示に従うこと｡ 

④ 受験中，机上に置くことができるのは，学生証，筆記用具及びその他特に許可されたものに限る｡それ

以外の携行品はカバン等に入れて，座席の下に置くこと｡また，机の棚板（物入れ）には何も置かないこ

と。 

⑤ 携帯電話や音の出る機器は，必ず電源を切っておくこと。 

⑥ 解答用紙には，所属学部名，入学年，番号及び氏名等の必要事項を必ず記入すること。 

⑦ 試験開始後２０分を経過するまでは退室できない。 

⑧ 試験開始後２０分を経過した場合は入室できない。 

⑨ 答案用紙は，特に指定がない場合，教卓上に提出するか，又は監督者に直接手渡すこと。自己の机上

に置いて退出すると当該授業科目の単位は認定しない。 

⑩ 受験にあたっては，厳正な態度で臨み，誤解を招くような態度や不正行為は厳に慎むこと。 

 

    なお，試験において不正行為を行った，不正行為を行おうとした，または不正行為を幇助した者に対

しては，学則第５８条（大学院学則第４９条）により厳重な懲戒処分を行う。 

試験における不正行為は次のとおりである。ここで，試験時間中とは，解答の開始から答案の提出ま

でをいう。 

 

1) 代理（替玉）受験をしたり，させたりすること 

2) 試験時間中に，使用が許可されていないノート及び参考書等並びに電子機器類その他不正行為

の手段となり得る物品を参照すること又は使用すること 

3) 試験時間中に，言語，動作又は電子機器類等により他人に教示すること又は教示を受けて解答

に利用すること 

4) 答案を交換すること 

5) 試験時間中に，他の学生の答案をのぞき見すること 

6) 試験時間中に，使用が許可されたノート及び参考書等並びに電子機器類を貸借すること 

7) 監督者の注意若しくは指示に従わないこと 

8) その他，試験の公正な実施を妨げる行為をすること 

 

 また，不正行為を行った場合，または不正行為を行おうとした場合は，当該行為が行われた時点にお

いて既に単位が認定されている授業科目を除いて，当該学期に履修しているすべての授業科目（学期を

またがって履修する授業科目を含む。）の単位は認定しない。 

 

 

６−２ 不正⾏為 

 

不正行為が判明した場合は，当該行為が行われた時点において既に単位が認定されている授業科目を除

いて，当該学生が当該学期に履修登録しているすべての授業科目（学期をまたがって履修する授業科目を

含む。）の単位は認定されないだけでなく，学則第５８条により厳重な懲戒処分を受けます。 
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６−３ 受験延期願（追試験） 

 

病気その他やむを得ない事故等により定期試験の受験延期を希望する場合は，「受験延期願」（所定様

式）に，次の書類等を添付して，一般教育棟Ａ棟２階学務企画課教育支援グループ（②番窓口）へ提出し

なければなりません。 

     ① 病気の場合は，医師の診断書 
     ② その他の場合は，その事故等を証明する証明書 
 上記願出者で，受験延期を認められた者は，追試験の受験資格を得ることができます。ただし，追試験
の実施の有無は，授業担当教員の判断によります。 

 追試験は当初の試験日から２か月以内（第４学期末試験の場合はその学年末（３月３１日）まで）に受

験しなければなりません。 

 

６−４ 成績の通知 

 

学生の皆さんは，学務情報システム（Ｗｅｂ）により，成績を確認することができます。 

成績の公開日程は，学期末に掲示及び Gmail でお知らせします。 
学外のパソコンからもアクセス可能です。 
 
【注意】成績を確認するために成績証明書を発行しないでください。 
    成績証明書は単位を確認するためのものではありません！  
 
 

 確 認 方 法 

   ※岡大ＩＤ・パスワードはみなさんの重要な個人情報ですので他人に情報が漏れないよう取扱には十分注意して        

ください。 

 
 また本学では，保護者の方との連携により，学生へのより適切な修学指導を行うことを目的として，
皆さんの成績を保護者の方へ通知しています。 
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６−５ 成績評価に関する質問・疑問の受付について 

 

教養教育科目の成績評価に関する質問や疑問がある場合には，以下のように取り扱います。 

 

１） 教養教育科目に関して，成績開示後，開示された成績に質問・疑問等がある場合は，当該授業 

  担当教員に質問等をすることができます。 

 

２） 「岡山大学教養教育科目における成績評価異議申立に関する要項」に基づき，異議を申し立て 

ることができますので，一般教育棟Ａ棟２階学務企画課教育支援グループ（②番窓口）にその旨 

を申し出てください。 

 

３） 上記に関わらず，成績評価に関する質問・疑問等がある場合には，一般教育棟Ａ棟２階学務企 

  画課教育支援グループ（②番窓口）にその旨を申し出てください。 
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７−１ 教科書の購⼊⽅法 

 

 教養教育科目の授業科目ごとのテキスト，教材，参考書および販売店等については，シラバスに記載

してありますので，確認の上，各取扱店にて購入してください。 

 

７−２ 教科書の活⽤⽅法 

 

 大学における教科書の利用は，単に授業時間内に利用されるものではありません。１つの授業で伝え

るべき内容は大変たくさんあり，限られた授業時間内に伝えることのできる範囲は，氷山の一角にすぎ

ません。 

  授業では理解できないことや，疑問点を解消するために予習・復習することが，授業を受講するのと

同様に大切なことです。自習用のテキストとしても大いに活用してください。  

 

７−３ ⼤学内で⾃主的に学習したいとき 

 

 図書館を利用する 

 

 

   図書の貸出，閲覧をはじめ， 

  図書館は皆さんが欲しいと思う 

  情報を収集できる場です。 

 

 

 

 

                    中央図書館▶ 

 

   開館日・時間など図書館の詳細については，ホームページで確認してください。 

 

      ●岡山大学附属図書館ホームページ  http://www.lib.okayama-u.ac.jp/ 

 

７−４ 授業が分からない，授業について質問があるとき 

 

  オフィス・アワーを活用する 

 オフィス・アワーとは，授業に関する学生の質問・相談等に応じるための時間として, 教員が 

   研究室に在室している時間帯のことです。授業担当教員のオフィス・アワーはシラバスで確認するこ 

 とができます。 

 

７−５ 外国語をもっと学習したいとき 

 

 授業以外で，外国語の学習を自主的に行いたい方のために，次のような語学習得の場が用意されてい 

ます。 

 

 （１）L-café 一般教育棟Ａ棟別館１階  

        月～金曜日 10 時 00 分～19 時 00 分 

L-café では，以下の語学習得の機会を無料で提供しています。岡山大学生であればだれでも利用可 

能です。 
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     1)英会話レッスン（毎学期 週１回×５回コース）（登録制） 

     2)TOEIC の英語試験対策勉強会（登録制） 

     3)留学生と一緒に参加できるイベント（フェイスブックやホームページで情報発信しています） 

4)英語練習問題集,試験対策本,英字新聞,原書,英字雑誌,DVD, BS 二ヶ国語放送（CNN など） 

5)留学や語学相談（予約制） 

   

 L-café では異文化に興味のある人や外国語を学習している人が集まり、情報交換や、語学習得をす

る場所を提供しています。留学生がたくさん集まって、日本語や日本文化について学ぶ場所でもあり

ます。国際交流に興味がある方、外国語を習得したい方、身近にできる留学体験をぜひ L-cafe で一緒

に始めましょう。 

 

L-café Shikata 
    岡山大学鹿田キャンパス医学資料棟（旧栄養学棟、附属図書館鹿田分館の北側）１階 L-Commons 

L-café Shikata では留学生，外国人研究者向けの日本語レッスンや学生，職員向け英語レッスンを 

定期的に行っています。お問い合わせは津島キャンパス L-café までお願いします。 

 

（L-café ホームページ） 

https://www.iess.ccsv.okayama-u.ac.jp/lcafe/ 

 

 （２）初修外国語「カフェ」 
 初修外国語でも，ネイティブ留学生との語らいの場，検定試験対策などの質問コーナーのための

「カフェ」を開設しています。開設時間と場所は以下のとおりです。いつでも気軽に参加してくだ

さい。 

 

中国語カフェ（中文茶房） 

     日時：毎週火曜日 16 時 20 分～19 時 00 分 

     場所：一般教育棟Ａ棟別館 1階 L-café 内 

  その他,フェイスブックでも情報発信をしています。 

https://www.facebook.com/OkayamaUniversityZhongwenChafang/ 

 

フランス語カフェ（カフェ・フランセ） 

     日時：毎週木曜日，16 時 30 分～18 時 30 分 

     場所：一般教育棟Ａ棟別館 1階 L-café 内 

  ブログやフェイスブックでも情報発信をしています． 

https://www.facebook.com/OkayamaUniversiteCafeFrancais/ 

http://yasedo.wixsite.com/cafefrancais/blog 

http://yasedo.wixsite.com/cafefrancais 

                                                        

ドイツ語カフェ（シュタムティッシュ） 

     日時：毎週火曜日，16 時 20 分～19 時 00 分 

     場所：一般教育棟Ｃ棟４階 教員ラウンジ 

 

韓国語カフェ（イヤギ） 

     日時：毎週月曜日，16 時 30 分～18 時頃 

     場所：一般教育棟Ｃ棟 4 階 教員ラウンジ 

 

 

 （３）にほんごカフェ「Sakura」 
 岡山大学では、様々な言語や文化を持った人たちが学んでいます。にほんごカフェは、留学生・日

本人学生が日本語を共通言語として交流する場です。岡山大学に所属する人ならだれでも参加できま

す。リラックスした雰囲気の中で、いろいろなことを話しながら交流を深めませんか？ 

 

     日時：毎週月曜日＆木曜日 15 時 30 分～16 時 30 分 

          場所：一般教育棟Ａ棟別館 1階 L-café 内     
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※ 違う曜日にオンライン（Zoom）で開催される場合もあります。最新の情報は、Facebook や

Instagram を見てください。 

        Facebook       https://www.facebook.com/NihongoCafeSakura 

              Instagram      https://www.instagram.com/nihongocafe.sakura/ 

 

 

 （４）語学演習室兼自習室を利用する    

      語学能力のスキルアップ支援施設として，語学演習室兼自習室を設置しています。 

 

場所    ： 一般教育棟 A 棟１F A12 講義室 

利用時間 ： 平日 8 時 00 分～20 時 00 分 

 

 

７−６ 授業評価アンケート 

 

 このアンケートは，授業担当教員が受講学生とともに，授業をより良いものに改善していくことを 

  目的として実施しています。アンケートは，学期末に実施されますので，ご協力をお願いします。 

アンケートの集計結果については，岡山大学ＨＰで閲覧することができます。 
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